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は
じ
め
に

フ
ラ
ン
ス
の
詩
人
で
、
大
正
期

に
駐
日
大
使
を
務
め
た
ポ

ー
ル
・
ク
ロ

l

デ
ル
が
、
「
（
故
国
）
フラ
ン
ス
で
は
ほ
と

ん

ど
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
日
本
に
残
し

た
思
い
出
は
偉
大
に

し
て
誠
実
な
人
間
の
そ
れ
で
あ
る

」
と
賞
賛
し

た
人
物
が
い

る
。

そ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
海
軍
の
造
船
技
師
で
あ
り
、
横
須
賀

造
船
所
（
当
初
名
称
は
横
須
賀
製
鉄
所
）
の
首
長
と
し

て
活

躍
し
た
フ
ラ
ン
ソ
ワ

・

レ
オ
ン
ス

・

ヴ
ェ
ル
ニ
ー

で
あ
る
。

か
つ
て
日
本
海
軍
の
創
立
者
と
称
え
ら
れ
た
時
期
も
あ
っ
た

が
、
よ
り
広
い
意
味
で
い
え
ば
日
本
近
代
の
繋
明
期
に

、

横

須
賀
造
船
所
の
建
設
と
運
営
を
通
じ
て
日
本
の
工
業
技
術
の

礎
を
築
い
た
人
物
で
も
あ
る
。

私
た
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
l

ム
が
ヴ
エ
ル
ニ
l

の
名
を
知

る
き

っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
在

H

米
海
軍
横
須
賀
基
地
の

か
ん
し
さ
せ
ん
き
よ

な
か
に
現
存
す
る
日
本
最
初
の
ド
ラ
イ
ド

ッ

ク
（
乾
式
船
渠
）

の
存
在
を
通
し
て
で
あ

っ
た
。
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
建

設
さ
れ
た
ド
ッ

ク
が
、
一
三
O
年
を
経
た
現
在
も
ほ
ぼ
往
時

の
姿
の
ま
ま
に
残
っ

て
い
る
、
し
か
も
旧
跡
で
は
な
く
現
役

の
ド
ッ
ク

と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
建

設
に
携
わ
る
者
に
と
っ
て
大
き
な
驚
き
で
あ
り
、
歴
史
的
に

も
技
術
的
に
も
関
心
を
抱
く
に
十
分
す
ぎ
る
も
の
で
あ

っ
た
。

私
た
ち
は
、
ヴ

ェ
ル
ニ
l

が
建
設
し
た
ド
ラ
イ
ド
ッ

ク
を

中
心
に
、
か
つ
て
の
横
須
賀
造
船
所
の
歴
史
的
か
つ
建
設
的

側
面
に

ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
み
た
い
と
考
え
た

。

ク
ロ

l

デ
ル

の
言
葉
と
は

裏
腹
に
、
す
で
に
日
本
に
お
い
て
す
ら
忘
れ
ら

れ
か
け
て
い
る
ヴ

ェ
ル
ニ
l

の
業
績
を
通
し
、
日
本
の
近
代

化
の

一
端
を
考
察
し
、
復
元
す
る
試
み
で
も
あ
る
。

に
よ

る
）

（
ク
ロl
デ
ル
の
一
言
柴
は
、山
田
仁
、
商
場
附
託
『
横
須
賀
製
鉄
所
の
人
び
と
』
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造
船
所
設
立
の
背
景

ヴ
エ
ル
ニ
ー

が
造
船
所
建
設
の
責
任
者
と
し
て
来
日
し
た

の
は
、
徳
川
幕
府
の
崩
壊
を
間
近
に
し
た
慶
応
元
年

（
一八

六
五
）
の
こ
と
で
あ
る
。

ペ
リ
I

率
い
る
ア
メ
リ
カ
艦
隊
が

浦
賀
に
米
航
し
て
か
ら
、
す
で
に

一
二
年
の
歳
月
が
経
過
し

て
い
た
。

そ
の
問
、
開
国
を
よ
ぎ
な
く
さ
れ
た
日
本
で
は
、

幕
府
の
み
な
ら
ず
国
を
あ
げ
て
欧
米
列
強
の
先
進
技
術
の
習

得
が
テ
l

マ
と
な

っ
た
。

開
同
派
に
も
嬢
夷
派
に
も
、
欧
米

と
の
技
術
力
の
差
は
、
思
想
の
違
い
を
超
え
て
も
あ
ま
り
に

も
歴
然
と
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る

。

そ
の
最
た
る
も
の
が
、
造
船
技
術
で
あ
る
。

鎖
国
に
と
も

な
う
大
船
建
造
禁
止
令
に
よ
り
、
江

戸
期
を
通
じ
て
H

本
で

は
沿
海
航
路
用
の
帆
走
和
船
だ
け
が
造
ら
れ
て
き
た
。
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／繍須賀市自然・人文博物館蔵

り

ゅ

う
こ
つ

ろ
っ
こ
っ

そ
れ
と
比
較
し

、
欧
米
で
は
遠
洋
航
海
用
の
竜
骨
と

肋
骨

を
も
っ

構
造
の
艦
船
が
常
識
で
あ
り

、

動
力
に

は
帆
に
加
え

て
往
復
動
蒸
気
機
関
（
レ
シ
プ
ロ

）
を

据
え
、
推
進
装
置
も

外
輪
か
ら

さ

ら

に
ス
ク

リ
ュ
ー
－
プ
ロ

ペ
ラ

の
時
代
へ
と
移

り
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ

の
技
術
的
空
白
を

埋
め
る
た
め

、

幕
府
は
じ

め
諸
藩
は

外
国
の
造
船
技
術
を
模
倣
し
、

次
々
と
洋
式
艦
船
を

試
作
し

た
。

そ
の

一
方
で

、

最
新
技
術
を
搭
載
し

た
本
格
的
な
洋
式

艦
船
に
つ
い
て
は
、
外
国
に
建
造
を
依
頼
す
る
か
中
古
船
を

輸
入
す
る

方
法
を
採
っ
た
。
『横
須
賀
製
鉄
所
の
人
び
と

」
に

よ
れ
ば
、

幕
府
が
慶
応
末
年
ま

で
に
オ
ラ
ン
ダ
、

イ
ギ
リ

ス
、

ア
メ
リ

カ
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
か
ら
購
入
し

た
艦
船
は
軍
艦
八

隻
を
含
む
四
四
隻
に
の
ほ
る
。

諸
藩
で
は
、
二
九
藩
が
合
計

九
四
隻
を
買
い
入
れ
て
い
る
。

小栗上野介忠順／機須賀市蔵
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財
政
の
逼
迫
に
あ
え
ぐ
幕
府
に
と
っ
て

、

艦
船
の
購
入
は

大
き
な
負
担
と
な
っ
た
が

、

そ
れ
以
上
の
重
圧
は
メ
ン

テ
ナ

ン
ス
費
用
で
あ
っ
た
。

旧
式
の
中
古
船
に
加
え
、
新
造
船
に

も
後
進
国
で
あ
る
日
本
を
軽
視
す
る
よ

う
な
安
易
な
造
り
が

み
ら
れ
、
故
障
が
多
発
し
た
。

こ
れ
に
操
船
ミ
ス
に
よ

る
事

故
と
損
傷
が
重
な
り
、
修
理
を
必
要
と

す
る
艦
船
が
続
出
し
、

そ
の
つ
ど
外
国
の
技
術
に
頼
ら
ざ
る
を
え
な
い

た
め
莫
大
な

費
用
が
か
さ
む
結
果
と
な
っ
た
。

そ
の
う
え
外
国
に
よ

る
修

理
に
は
不
備
が
多
く
、
日
本
人
の
聞
に
外
国
へ
の
不
信
感
を

生
む
原
因
と
も
な
っ
て
い
た
。

こ
う
し
た
技
術
的
か
つ
経
済
的
事
情
を
背
景
と
し
て

、

本

格
的
な
石
造
ド
ラ
イ
ド
ッ
ク
を
も
っ
洋
式
造
船
所
の
設
立
を

お
ぐ
り

こ
う

提
案
し
た
の
が
、
当
時
幕
府
の
勘
定
奉
行
で
あ
っ
た

小
栗
上

ず
け
の
す
け
た
だ
ま
さ

野
介
忠
順
で
あ
る
。

小
栗
は
、
窮
乏
す
る
幕
府
財
政
の
要
に

あ
っ
て
、
巨
額
の
費
用

（当
初
予
算
で
は
四
年
で

二
四
O
万

ド
ル
）
を
必
要
と
す
る
造
船
所
の
建
設
を
あ
え
て
推
進
し
た
。

周
囲
に
は
、
経
済
的
な
理
由
か
ら
反
対
意
見
が
多
か
っ
た
が
、

小
栗
は
「
す
で
に
艦
船
を
保
有
し
た
か
ら
に
は
、
そ
の
修
理

の
場
を
も
つ
は
必
定
」
と
し
、

一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
へ
の
決

意
の
ほ
ど
を
示
し
た
。

小
栗
は
ま
た
、
幕
府
の
瓦
解
を
承
知

し
つ
つ
、
日
本
の
た
め
に
造
船
所
が
必
要
で
あ
る
と
の
思
い

を
抱
い
て
い
た
と
も
い
わ
れ
る
。

幕
府
が
フ
ラ
ン
ス
公
使
レ
オ
ン

・

ロ
ッ

シ
ュ
に
対
し

、
洋

式
造
船
所
建
設
を
要
請
し

た
の
は
元
治
元
年
（

一
八
六
四
）

の
こ
と
で
あ
る
。

当
時
フ
ラ
ン
ス
は
イ
ギ
リ
ス
と
並
ぶ
造
船

し
よ
う
か
く

技
術
の
最
高
峰
に
あ
っ
た
。

折
し
も
幕
府
の
輸
送
船
朔
鶴
丸

の
修
理
を
横
浜
に
寄
港
中
の
フ
ラ
ン
ス
艦
隊
に
依
頼
し
た
と

こ
ろ
、
か
つ
て
例
の
な
い
ほ
ど
完
壁
な
修
理
を
、
し
か
も
短

期
間
に
な
し
遂
げ
た
。

小
栗
た
ち
が
そ
れ
に
注
目
し
た
こ
と

が
、
フ
ラ
ン
ス
に
造
船
所
建
設
を
要
請
す
る
直
接
的
な
き
っ

か
け
と
な
っ
た
。

が
、
も
う
少
し
視
野
を
世
界
に
広
げ
て
み

る
と
、
列
強
に
遅
れ
日
本
と
の
交
渉
を
も
っ
た
フ
ラ
ン
ス
が
、

ナ
ポ
レ
オ
ン

三
世
の
命
に
よ
り
親
日
政
策
を
と
っ
て
い
た
こ

と
も
忘
れ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い

。

そ
し
て
公
使
ロ
ッ

シ
ユ
の
推
薦
に
よ

り
、
造
船
所
建
設
の

責
任
者
と
し
て
来
日

し

た
の
が
、
上
海
に
い
た
フ
ラ
ン
ス
海

軍
の
技
師
、
ヴ
エ
ル
ニ
ー
だ
っ
た
。

7 

。
横
須
賀
へ
の
立
地

ヴ
ェ
ル

ニ
l

の
来
日
に
先
立
ち
、
日
仏
間
で
は
造
船
所
の

建
設
候
補
地
の
選
定
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。

横
須
賀
に
決
定

し
た
経
緯
に
つ
い
て
、

『横
須
賀
造
船
史
』
や

『横
須
賀
海
軍

船
廠
史
』
は
次
の
よ

う
に
記
し

て
い
る
。

「
長
浦
ニ
至
リ
其
地
勢
を
貼
検
セ
シ
ム

此
日
悌
官
自
カ
ラ
投

錘
シ
テ
測
量
ス
ル
ニ
湾
内
浅
渚
ア
ル
ヲ
以
テ
更

ニ
隣
湾
横
須

賀
ニ
至
リ
之
ヲ
錘
測
ス
本
湾
ハ
湾
形
曲
折
海
底
梢
々
深
ク
且

其
地
ノ
形
勝
要
害
ハ
悌
国
ツ
l

ロ

ン
港
ニ
初
梯
ス
ル
所
ア
リ

ト

シ
終
ニ
横
須
賀
ヲ
以
テ
造
船
所
設
立
ノ
地
ニ
適
ス
ト

為
ス
」。

こ

れ
に
よ

れ
ば
、
元
治
元
年
の
一

一
月
後
半
に
ロ

ッ
シ
ユ

や
小
栗
上
野
介
ら
に
よ
る

日

仏
共
同
の
実
地
検
分
が
行
わ
れ



』園『

た
。
そ
の
際
、
幕
府
が
推
挙
し
た
長
浦
湾
を
測
量
す
る
と
水

深
が
浅
か
っ
た
た
め
、
さ
ら
に
隣
の
横
須
賀
湾
に
つ
い
て
も

調
査
し
た
と
こ
ろ
、
湾
形
や
水
深
が
適
し
て
お
り
、
し
か
も

フ
ラ
ン
ス
の
軍
港
ツ
l

ロ
ン
を
訪
悌
と
さ
せ
る
地
形
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
こ
の
日
横
須
賀
に
決
定
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。

こ
れ
は
多
く
の
歴
史
書
に
共
通
す
る
見
解
だ
が
、
今
回
、

復
元
作
業
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
横
須
賀
市
自
然
・
人
文
博

物
館
の
安
池
尋
幸
氏
に
よ
れ
ば
、
ロ
ッ
シ
ユ
ら
に
よ
る
決
定

に
は
い
く
つ
か
の
疑
問
点
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
の
詳
細
は

『横
須
賀
市
博
物
館
資
料
集
・
第

一
八
号
」
所
載
の
安
池
氏

の
論
文
に
ゆ
ず
る
が
、
一
例
を
あ
げ
れ
ば
、
同
年
一
二
月
九

日
の
日
仏
の
協
議
に
お
い
て
、
幕
府
側
が
実
名
は
挙
げ
て
い

な
い
も
の
の
「
す
で
に
格
好
の
候
補
地
が
あ
る
」
と
し
て
い

る
こ
と
や
、
日
仏
双
方
で
横
須
賀
村
に
造
船
所
を
建
設
す
る

具
体
案
が
了
解
さ
れ
た
の
は
一
二
月

一
O
日
以
後
で
あ
る
こ

と
な
ど
が
論
拠
と
な
っ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
ロ

ッ
シ

ユ

ら
に
よ
る
決
定
は
、
後
世
の
憶
測
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

歴
史
的
に
み
る
と
横
須
賀
の
地
は
、
鎌
倉
時
代
に
は
す
で

に
港
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

江
戸
時
代
に
は
江
戸
湾
の
入

口
の
中
継
港
と
し
て
機
能
し
、
幕
末
に
は
幕
府
は
外
国
船
の

修
理
場
所
と
し
て
横
須
賀
浦
を
あ
て
て
い
る
。

横
須
賀
が
い
つ
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
候
補
地
と
な
っ

た
の
か
は
今
後
の
研
究
を
待
つ
ほ
か
な
い
が
、
翌
年

一
月
に

来
日
し
た
ヴ
エ
ル
ニ

！
が
作
成
し
た
造
船
所
の
建
設
原
案
に

は
、
す
で
に
横
須
賀
湾
の
規
模
が
具
体
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
「
湾
口
が
北
に
面
し
、
幅
は
約

三
百
メ
ー
ト

ル
。

湾
内
は
広
く
、
南
に
延
び
て
更
に
東
折
し
、
延
長
は

二

千
メ
ー
ト
ル
、
水
深
は
六
メ
ー
ト
ル
か
ら

二
十
メ
ー
ト
ル
。

て
ん
ぜ
ん

周
囲
は
丘
に
固
ま
れ
、
風
浪
と
も
に
悟
然
と
し
て
、
船
舶
を

泊
め
る
の
に
適
し
て
い
る

。

ま
た
地
質
は
粘
土
質
で
あ
り
、

山
を
削
っ
て
海
を
埋
め
立
て
、
ド
ッ
ク
を
聞
き
、
工
場
を
建

設
す
る
の
に
都
合
が
よ
い
」
と
さ
れ
て
い
る
。

横
須
賀
湾
の
選
定
に
関
し
、
も
う

一
つ
興
味
深
い
の
は
フ

横須賀造船所年表

1865 

関連年表

大船建造禁止令を発布

ぺリー浦賀に来航

大船建造禁止令解く 石川島造船所起工

日米和親条約 （神奈川条約） 締結ー 3港の開港を受諾

長崎製鉄所を設立

日米修好通商条約に続き 、 蘭 ・ 露 ・ 英 ・仏とも同条約締結

江戸・石川島に造船所を起工

日米修好通商条約批准警交換のため、小栗上野介ら米国に出帆

薩英戦争

機浜製鉄所起工

四国艦隊下関砲撃事件

横浜製鉄所竣工

米国総領事・ハリス下回着任

第一四代将軍徳川家茂死去、第一五代将軍に徳川慶喜

横須賀造船所

造船所建設のため、小栗、栗本、仏公使口ッシュ等、横須賀湾を視察

仏公使ロッシュに製鉄所建設を委ねる通告

ヴェルニー来日、製鉄所設立の約定を口ッシュに手交

外国奉行・柴田日向守、製鉄所設立談判全権委員として渡欧

ヴ工ルニ一、雇用契約をフランスで結ぶ

製鉄所起工式を行う ヴェル二一、灯台の建設を柴田日向守に進言

ヴ工ル二一、製鉄所に世任 土井肥前守を製鉄所奉行に任命

ロ
守一年
年

年
一
也
5

一
永
一
、
氷

一
寛
嘉

嘉永 7 年

安政 4 年

5 年

万延元年

文久 3 年

元治元年

慶応元年

1854 

1857 

1858 

1860 

1863 

1864 

E
S

一
R
v
q
u

高
官
一
q
u
R
U

西
一市
川
町

横須賀丸（30馬力） 、横浜丸（10馬力） の製造に着手

一色摂津守を製鉄所奉行に任命 第 1 号ドックの着工

新政府、幕府より製鉄所を受理

新政府、英国銀行からの借り入れで、フランスへの借款を償却

小栗上野介、斬首される

わが国初の修船台 （曳き上げ船台） 竣工する

製鉄所所属の横須賀丸、績須賀・横浜聞を往復航行

鋸鈎工場が竣工

観音崎灯台点灯

チボディ工、副首長に就任製鉄所が大蔵省の管轄となる

錬鉄工場、製缶工場が竣工野島崎灯台点灯

建造中の［横浜丸j が試運転開始

技術教育のため、製鉄所内に奨舎設立 製鉄所が民部省管轄となる

工部省が発足、製鉄所を所管する 鋳造工場が竣工

第 1 号ドック竣工、船渠開業式を行う

製鉄所を、積須賀造船所に改称

明治天皇、造船所に行幸職工規則を制定

造船所は、海軍省主船寮が主管と なる

60馬力運送船 「函容」、練習船「第一利根川丸j 進水

御召快速船「迅鯨」の建造着手

第 3 号ドック竣工

木造軍艦「清輝J 進水、明治天皇ご臨幸 ヴェル二一首長の任を解く

ヴェルニー帰国 御召快速船「迅鯨j 進水

木造二等砲鑑「天城」進水木造二等砲艦「磐城j 進水

水雷艇第 1 号進水

海防艦「海門j 進水

海防艦 「天竜j 進水

水雷艇 2 、 3 、 4 号進水

海防艦「喜城」 進水

海防鑑「武蔵」進水

初の鋼鉄鉄皮、砲艦「愛宕」進水（進水艦／以下略）

造船所を、横須賀鎮守府造船部に改称

大政奉還が行われる

鳥羽 ・伏見の戦い、 戊辰戦争勃発

五箇条のご醤文発布

2 年

3 年

4 年

1866 

1867 

1868 

ラ
ン
ス
の
軍
港
ツ
l

ロ
ン
と
の
比
較
で
あ
る
。

ヴ
エ
ル
ニ
ー

が
来
日
し
た
際
に
日
仏
間
で
取
り
交
さ
れ
た

『製
鉄
所
（
造

船
所
）
約
定
書
』
に
は
、
「
横
須
賀
湾
の
地
形
、
地
中
海
町
布

湾
に
似
た
る
に
依
り
、
製
鉄
所
に
右
地
方
取
建
あ
る
模
式
に

倣
ひ
、
大
概
横
四
百
五
十
問
、
竪
二
百
聞
の
地
坪
を
も
っ
て

取
立
る
事
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
ツ
l

ロ
ン
港
が
当
初
か

ら
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

フ
ラ
ン
ス
海
軍
の
技
師
ヴ
エ
ル
ニ
l

が
、
造
船
所
の
建
設

に
あ
た
り
シ
ェ
ル
ブ

l

ル
と
並
ぶ
代
表
的
な
軍
港
ツ
l

ロ
ン

を
念
頭
に
置
い
た
こ
と
は
当
然
で
あ
ろ
う
。

だ
が
そ
れ
以
上

に
、
フ
ラ
ン
ス
が
世
界
に
誇
る
ツ
l

ロ
ン
の
名
は
、
洋
式
造

船
所
に
つ
い
て
何
も
知
ら
な
い
日
本
側
に
対
し
、
大
き
な
説

得
力
を
も
つ
も
の
だ
っ
た
に
違
い
な
い

。
事
実
ヴ
ェ
ル
ニ
ー

は
準
備
の
た
め
に

一
時
帰
国
し
た
際
、
日
本
か
ら
特
派
さ
れ

し
ば
た
ひ
ゅ
う

が
の
か
み

た
外
国
奉
行
柴
田
日
向
守
の

一
行
を
ツ
l

ロ
ン
に
案
内
し
て

い
る
。

ま
た
小
栗
上
野
介
を
補
佐
し
、
フ
ラ
ン
ス
と
の
仲
立
役
を

く
り

も
と

じ
よ

う
ん

務
め
た
目
付
の
栗
本
鋤
雲
は
、
そ
の
遺
稿
の
な
か
に
次
の
よ

う
な

一
文
を
残
し
て
い
る
。

「
（横
須
賀
造
船
所
は
）
地
中
海

に
在
る
ツ
l

ロ

ン
製
鉄
所
の
式
に
依
り
、
其
規
模
を
縮
し
て

三
分
の
二
に
定
め
、
製
鉄
所
一
ケ
所
、
ド
ッ
ク
大
小
二
ケ
所
、

造
船
場
三
ケ
所
、
武
庫
廠
と
共
に
全
四
年
に
し
て
成
功
し
・
：
」。

こ
こ
で
は
地
形
の
類
似
の
み
な
ら
ず
、
造
船
所
の
規
模
も

ツ
l

ロ
ン
と
の
比
較
の
上
で

語
ら
れ
て
い
る
。

栗
本
は
横
須

賀
造
船
所
建
設
の
立
役
者
の
ひ
と
り
だ
が
、
小
栗
か
ら
ド
ッ

ク
の
話
を
初
め
て
聞
い
た
と
き
、
そ
れ
が
何
か
を
ま
っ
た
く

知
ら
な
か
っ
た
と
い
う

。

こ

の
よ
う
な
日
仏
の
認
識
の
落
差

ツ
l

ロ
ン
が
イ
メ
ー
ジ

・
モ
デ
ル
と
も
い

を
補
う
た
め
に
、

う
べ
き
役
割
を
担
っ
た
こ
と
は
想
像
に
か
た
く
な
い。

。
横
須
賀
造
船
所
の
概
要

ヴ
エ
ル
ニ
ー

に

よ
る
横
須
賀
造
船
所
の
建
設
と
は
、
ど
う

い
う
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。

そ
の
過
程
を
振
り
返
り
つ

つ
、
ヴ
エ
ル
ニ
l

の
構
想
を
検
討
し
て
み
た
い
。

明治に改元

戊辰戦争終結

横浜製鉄所、大蔵省管轄となる

横浜製鉄所を償浜製作所に改称

廃藩置県の詔書が出る

新橋・横浜問鉄道開業

西南戦争勃発

明治元年

2 年

3 年

4 年

5 年

6 年

7 年

8 年

9 年

10年

13年

15年

16年

17年

18年

19年

20年

22年

27年

28年

30年

36年

37年

38年

41 年

大正 3 年

11 年

12年

昭和 5 年

11 年

14年

15年

16年

20年

1869 

1870 

1871 

1872 

1873 

1874 

1875 

1876 

1877 

1880 

1882 

1883 

1884 

1885 

1886 

1887 

1889 

1894 

1895 

1897 

1903 

1904 

1905 

1908 

1914 

1922 

1923 

1930 

1936 

1939 

1940 

1941 

1945 

一一

①
造
船
所
の
建
設
と
造
船
事
業

横
須
賀
を
含
む
三
浦
半
島
一
帯
の
沿
岸
地
形
は
、
高
さ
数

十
メ
ー
ト
ル
の
小
山
を
も
っ
小
さ
な
岬
が
い
く
つ
も
海
に
突

き
出
し
、
複
雑
な
海
岸
線
を
形
成
し
て
い
る
。

良
港
に
は
恵

ま
れ
て
い
る
が
平
坦
地
は
ご
く
限
ら
れ
る
た
め
、
ヴ
ェ
ル
ニ

ー
は
岬
の
小
山
を
削
り
、
海
を
埋
め
立
て
、
お
よ
そ
七
万
四

0
0
0

坪
の
敷
地
を
造
成
す
る
こ
と
か
ら
事
業
を
始
め
て
い

る
。

こ
の
造
成
工
事
は
、
ヴ
ェ
ル
ニ
l

が
慶
応
二
年
（
一
八

六
六
）
四
月
に
再
来
日
す
る
前
か
ら
、
彼
の
指
示
に
よ
っ
て

進
め
ら
れ
た
。

建
築
工
事
に
つ
い
て
は
、
慶
応
二
年
三
月
の

由
し
じ
ょ
た
ん
せ
ん
ふ
な
と
、
ヲ
り
ょ
、
フ

塗
師
所
、
端
船
製
造
所
、
船
棟
梁
詰
所
の
着
工
か
ら
始
ま
り
、

ヴ
エ
ル
ニ
！
の
横
須
賀
着
任
と
と
も
に
本
格
的
な
工
事
が
進

め
ら
れ
た
。

そ
の
建
設
手
順
を
傭
服
す
る
と
、
造
船
所
の
建

設
が
あ
る
程
度
進
ん
だ
時
点
か
ら
、
造
船
事
業
が
ほ
ぼ
同
時

進
行
の
形
で
展
開
さ
れ
て
い
っ
た
様
子
を
読
み
取
る
こ
と
が

で
き
る
。

1「

明
治
元
年
（

一
八
六
人
）
の
横
須
賀
造
船
所
の
古
写
真
で

せ
い
こ
う

は
、
造
成
さ
れ
た
敷
地
に
す
で
に
船
台
、
製
綱
工
場
、
ヴ
エ

れ
ん
て
っ

き
よ
ほ
う

ル
ニ
l

の
官
舎
、
造
船
工
場
、
錬
鉄
工
場
、
鋸
鈎
・
端
船
及

び
滑
車
工
場
な
ど
の
建
物
が
み
ら
れ
る
。

第
一
号
ド
ッ
ク
は

ま
だ
開
削
中
で
あ
り
、
の
ち
に
埋
立
て
の
た
め
に
切
り
崩
さ

8 

れ
た
白
仙
山
も
工
事
途
中
の
あ
ら
わ
な
山
肌
を
見
せ
て
い
る

（
一
四
j

一
五
頁
）。

そ
の

一
方
で
、
湾
内
に
は
横
須
賀
造
船
所
で
初
め
て
建
造

さ
れ
た
第

一
横
須
賀
丸
（
三
O
馬
力
）
が
浮
か
び
、
か
つ
て

幕
府
が
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
寄
贈
を
受
け
た
観
光
丸
が
、
お
そ
ら

く
は
修
理
の
た
め
に
入
港
し
て
い
る
姿
も
み
ら
れ
る
。
ま
た
、

ひ

海
際
の
船
台
に
は

一
隻
の
船
が
曳
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
ち

や
ぐ
ら

な
み
に
船
台
と
は
曳
き
上
げ
ド

ッ

ク
と
も
い
わ
れ
、
櫓
で
巨

大
な
斜
路
を
組
み
、
そ
こ
に
船
を
曳
き
上
げ
て
修
理
し
た
り
、

そ
の
上
で
船
の
建
造
を
行
う
施
設
で
あ
る
。

こ
の
古
写
真
か

ら
も
、
ヴ
エ
ル
ニ
ー
に
よ
る
造
船
事
業
が
建
設
工
事
中
か
ら

始
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

横浜製造所（旧：償浜製鉄所）が石川島に移転

横須賀・大船聞に横須賀線開通

第一次世界大戦、ドイツに宣戦布告

ワシントン海軍軍縮条約調印

関東大震災

ロンドン海軍軍縮会議

二・二六事件

第二次世界大戦勃発

日独伊三国軍事同盟

太平洋戦争勃発

太平洋戦争終結

日露戦争勃発

日本海海戦、ポーツマス条約の締結

大日本帝国憲法発布

日清戦争勃発

三国干渉

第 2号ドック竣工

横須賀鎮守府造船部を、横須賀海軍造船廠に改称

横須賀海軍造船廠と兵器廠を統合し、横須賀海軍工廠に改称

ヴェル二一、故郷オブナで死去

連合軍進駐、 米海軍横須賀基地司令官着任

9 
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横
須
賀
造
船
所
の
中
核
と
な
る
石
造
ド
ラ
イ
ド
ッ
ク
は
、

第
一
号
ド
ッ
ク
が
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
に
着
工
し
、
明

治
維
新
を
は
さ
ん
で
明
治
四
年
（

一
八
七
こ
に
開
業
し
て

い
る
。

続
く
第
三
号
ド
ッ
ク

（
当
初
の
第二
号
ド
ッ
ク
）

明
治
四
年
に
着
工
し
、
明
治
七
年
（

一
八
七
四
）
に
竣
工
し

た
。

ま
た
最
大
規
模
の
第
二
号
ド
ッ
ク
は
、
ヴ
エ
ル
ニ
l

の

帰
国
後
に
日
本
人
技
術
者
に
よ
り
建
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
三
基
の
ド
ラ
イ
ド
ッ
ク
に
つ
い
て
は
、
第
三
章
に
お

い
て
詳
述
し
た
い
。

ヴ
エ
ル
ニ
l

は
十
年
余
を
横
須
賀
造
船
所
の
首
長
と
し
て

せ
ん
き
ょ

過
ご
し
た
が
、
そ
の
聞
に
船
台

三
基
、
ド
ッ
ク
（
船
渠
）
二

基
、
造
船
及
び
工
作
機
械
の
製
造
工
場
群
（
造
船
・

機
械
組

せ
ん
ば
ん
ろ
さ
く
せ
い
し
ょ
く

立
・
旋
盤
鋪
盤
・
鋳
造
・
製
缶
・
錬
鉄
・
整
飾
・
鋸
飽
及
び

端
船
・
製
綱
・
製
帆
・
船
具

・

製
図
な
ど
の
工
場
）
に
加
え
、

技
術
者
養
成
学
校
「
品
質
舎
」
、
住
宅
、
病
院
、
教
会
ま
で
を

擁
す
る
広
大
な
洋
式
造
船
所
を
建
設
し
た
。

そ
れ
は
単
に
造

ど
ろ
こ
う

錬
鉄
、
鋳
造
、
製
缶
、
泥
工
、
錨
盤
、
船
工
、
製
綱
、
製
帆
、

せ
い
み

石
工
、
機
械
、
製
図
、
舎
密
（
化
学
）
、
医
師
な
ど
多
岐
に

わ
た
る
。

ま
た
、
オ
ラ
ン
ダ
や
フ
ラ
ン
ス
か
ら
工
作
機
械
を

大
量
に
輸
入
し
て
い
る
。

人
の
も
つ
知
識
と
技
術
、
そ
し
て

機
械
、
そ
れ
ら
の
大
半
は
日
本
人
に
と
っ
て
未
知
の
も
の
で

あ
り
、
同
時
に
世
界
の
先
端
技
術
で
も
あ
っ
た
。

横
須
賀
造

船
所
の
建
設
と
運
営
は
、
日
本
人
が
国
際
レ
ベ
ル
の
技
術
と

接
す
る
絶
好
の
機
会
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
人
技
術
者
の
下
で
働
く
だ
け
で
も
、
日
本
人
に

と
っ
て
技
術
の
習
得
に
役
立
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
ヴ
エ
ル
ニ

こ
、
ワ
L
e

ー
は
さ
ら
に
技
術
者
を
養
成
す
る
た
め
の
学
校

「
袈
舎
」
を

設
け
て
い
る
。
こ
の
日
本
最
初
の
高
等
技
術
学
校
か
ら
は

、

辰
巳
一
、
山
口
辰
弥
、
若
山
鉱
吉
ら
の
エ
リ

ー
ト
技
師
の
み

な
ら
ず
、
フ
ラ
ン
ス
文
学
を
初
め
て
翻
訳
し
た
川
島
忠
之
助
、

フ
ラ
ン
ス
語
の
教
育
と
普
及
に
貢
献
し
た
田
中
弘
義
ら
、
多

く
の
人
材
が
輩
出
し
て
い
る
。

建
築
面
に
お
い
て
は
、
こ
の
地
で
初
め
て
メ
ー
ト
ル
法
に

れ
ん
が

よ
る
測
量
が
行
わ
れ
、
建
築
用
煉
瓦
が
焼
か
れ
、
ト
ラ
ス
の

小
屋
組
み
を
も
っ
木
骨
煉
瓦
構
造
の
工
場
が
建
て
ら
れ
て
い

る
。

こ
れ
ら
新
し
い
技
術
は
造
船
所
内
に
留
ま
ら
ず
、
ヴ
エ

ル
ニ
！
と
そ
の
部
下
ル
イ
・
フ
エ
リ
ッ
ク
ス

・

フ
ロ
ラ
ン
、

エ
ド
モ
ン
・
パ
ス
チ
ャ
ン
た
ち
に
よ
り
、
観
音
崎
、
野
島
崎
、

城
ケ
島
、
品
川
な
ど
の
初
期
の
洋
式
灯
台
や
、
今
も
残
る
富

岡
製
糸
工
場
の
建
設
へ
と
広
が
っ
て
い
っ
た
。

こ
う
し
た
点

に
お
い
て
も
、
横
須
賀
造
船
所
の
存
在
意
義
は
大
き
か
っ
た

と
い
え
る

。

横
須
賀
造
船
所
は
の
ち
に
海
軍
工
廠
と
な
っ
た
。

戦
時
色

が
濃
く
な
る
な
か
で
多
く
の
軍
艦
を
建
造
し
、
日
本
海
軍
の

要
衝
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
軍
事
的
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
こ
と

は
否
め
な
い
。

ま
た
、
遡
っ
て
徳
川
幕
府
が
こ
こ
に
造
船
所

を
建
設
し
た
意
図
に
も
、
海
軍
力
の
強
化
の
必
要
性
が
あ
っ

た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

し
か
し
、
横
須
賀
造
船
所
は
当
初

か
ら
軍
艦
の
建
造
に
限
ら
ず
、
よ
り
広
範
に
近
代
工
業
の
拠

点
と
し
て
機
能
し
て
い
た
こ
と
を
忘
れ
る
わ
け
に
は
い
か
な

野島崎灯台．横須賀造船所のフランス人技師フ ロランの設計で1 869年に点灯した

／クリスチャン ・ ポラック氏蔵

は

船
所
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
当
時
の
先
端
技
術
を
結
集
し
た

画
期
的
な
近
代
工
業
施
設
で
も
あ
っ
た
。

横
須
賀
造
船
所
の
建
設
は
、
途
中
、
明
治
維
新
と
い
う
国

家
の
大
転
換
に
遭
遇
し
て
い
る
。

し
か
し
、

一
時
的
な
中
断

は
あ
っ
た
も
の
の
、
ほ
と
ん
ど
滞
る
こ
と
な
く
進
め
ら
れ
て

い
る
。

明
治
新
政
府
に
と
っ
て
も
洋
式
造
船
所
の
建
設
は
急

務
で
あ
り
、
革
命
す
ら
そ
れ
を
妨
げ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。

②
ヴ
エ
ル
ニ
l

の
意
図
し
た
も
の

日
本
の
近
代
工
業
が
造
船
所
か
ら
始
ま
っ
た
こ
と
は
、
あ

る
意
味
で
は
幸
運
で
あ
っ
た
。

当
時
、
世
界
の
造
船
業
は
技

術
革
新
の
時
代
に
あ
り
、
そ
の
先
進
の
機
械
工
業
技
術
が
造

船
所
に
集
約
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

ヴ
エ
ル
ニ
l

は
建

設
に
あ
た
り
、
自
ら
が
厳
選
し
た
四
十
数
名
も
の
フ
ラ
ン
ス

人
技
術
者
を
日
本
に
連
れ
て
き
た

。

彼
ら
の
専
門
職
種
は
、

い
で
あ
ろ
、
っ。

明
治
三
年
（
八
七

O
）、
新
政
府
の
民
部
省
は
横
須
賀

造
船
所
に
お
い
て
全
国
の
船
舶
修
理
の
委
託
に
応
ず
る
旨
の

布
告
を
出
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
官
営
の
造
船
事
業
の
宣
伝

で
あ
る
。

そ
し
て
実
際
、
横
須
賀
造
船
所
で
は
内
外
艦
船
の

修
理
を
数
多
く
行
い
、
官
民
の
汽
船
の
建
造
を
請
負
い
、
さ

ら
に
は
生
野
鉱
山
な
ど
の
工
作
機
械
を
も
受
注
製
作
し
て
い

る
。

こ
う
し
た
経
済
活
動
と
し
て
の
造
船
は
、
当
初
か
ら
ヴ
エ

ル
ニ
l

の
意
図
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

明
治
九
年
（

一
八
七

六
）
に
円
本
を
離
れ
る
に
あ
た
り
作
成
し
た
彼
の
報
告
書
に

は
、
は
っ
き
り
と
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る

。

「
横
須
賀
造
船
所
が
今
日
の
隆
盛
を
招
き
た
る
は
商
船
及
び

外
国
船
の
修
理
事
業
与
り
て
大
に
力
あ
り
と
す
。

余
は
自
今

陸
続
海
軍
部
外
の
艦
船
を
修
理
し
て
造
船
所
の
利
益
を
増
殖

す
る
の
得
策
た
る
を
信
ず
。

況
ん
や
東
京
湾
内
は
海
軍
造
船

所
を
設
置
す
る
に
適
せ
ざ
る
を
や
」

こ
の
こ
と
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
当
初
の
横
須
賀
造
船
所

は
非
常
に
開
放
的
な
場
所
で
あ
っ
た
。

銅
版
画
に
盛
ん
に
描

か
れ
た
名
所
で
あ
り
、
関
東
地
方
の
人
た
ち
は
伊
勢
参
り
の

途
中
で
見
学
す
べ
き
コ

l

ス
に
入
れ
て
も
い
る
。

当
時
の

人
々
に
は
、
そ
こ
は
最
先
端
技
術
を
一
堂
に
介
し
た
博
覧
会

場
で
あ
り
、
近
代
化
の
息
吹
を
間
近
に
感
じ
る
こ
と
の
で
き

る
貴
重
な
場
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

や
が
て
日
本
は
戦
争
に
よ
る
挫
折
を
は
さ
み
つ
つ
も
、
世

界
一
の
造
船
大
国
と
な
る
ま
で
に
成
長
を
遂
げ
る
。

そ
の
種

の
一
つ
が
、
ヴ
ェ
ル
ニ
l

の
手
で
横
須
賀
の
地
に
蒔
か
れ
て

い
た
と
も
い
え
よ
う

。

ヴ
エ
ル
ニ
l

ひ
と
り
の
功
績
を
過
大
評
価
す
る
こ
と
は
避

け
た
い
が
、
横
須
賀
造
船
所
の
歴
史
的
意
味
を
考
え
る
と
き
、

着
任
時
二
五
歳
で
あ
っ
た
こ
の
フ
ラ
ン
ス
の
若
い
技
術
者
が
、

日
本
の
近
代
に
果
た
し
た
役
割
は
ま
こ
と
に
大
き
い
と
い
わ

ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る

。

『小
栗
上
野
介
と

ヴ
ェ
ル
ニ
1

』

横
須
賀
ド
ッ
ク
を
望
む
対
岸
の
ヴ
エ
ル
ニ

l

公
園
（
臨
海
公
園
）

に
、
小
栗
上
野
介
と
ヴ
エ
ル
ニ
l

の
胸
像
が
並
ん
で
建
て
ら
れ
て

い
る
。

こ
の
二
人
の
業
績
に
つ
い
て
は
本
文
で
も
述
べ
た
が
、

こ

こ
で
は
横
須
賀
造
船
所
の
建
設
に
ま
つ
わ
る
人
物
像
を
少
し
描
写

し
て
お
き
た
い
。

。
小
栗
上
野
介

安
政
七
年
（

一
八
六
O
）
、
当
時
日
付
で
あ
っ
た
小
栗
は
遣
米

使
節
団
の

一
員
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
艦
ポ
l

ハ
タ
ン
号
に
乗
船
し

て
渡
米
し
て
い
る
。

こ

の
旅
で
、

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
や

ニ
ュ
ー

ヨ
ー

ク
の
港
で
最
新
の
造
船
所
を
見
た
こ
と
が
、
の
ち
の
小
栗
に

大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

そ
の
帰
路
、
日
本
人
と
し
て
は
初
の
世

界
一
周
を
果
た
し
、
ア
ジ
ア
各
地
で
列
強
の
植
民
地
政
策
を
目
の

当
た
り
に
し
た
こ
と
も

、

日
本
の
近
代
化
を
急
務
と
す
る

小
栗
の

考
え
に
拍
車
を
か
け
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

造
船
所
建
設
に
賭
け
る
小
栗
の
思
い
は
、
こ
う
し
た
世
界
観
が

基
盤
に
な
っ
て
い
た
だ
け
に
強
靭
な
も
の
が
あ
っ
た
。

勘
定
奉
行

と
し
て
幕
府
の
財
政
状
態
を
知
り
尽
く
す
小
栗
が
、
あ
え
て
造
船

所
の
建
設
に
踏
み
切
っ
た
理
由
も

、

そ
こ
に
あ
っ
た
。

当
時
の
小

栗
の
心
境
を
知
る
手
掛
か
り
に
、
補
佐
役
だ
っ
た
栗
本
鋤
雲
の
遺

稿
集
が
あ
る
。

そ
の
な
か
で
、
小
栗
は
幕
府
の
崩
壊
を
目
前
に
し

て
大
事
業
を
始
め
る
心
境
を
「
た
と
え
政
府
は
変
わ
ろ
う
と
も
、

土
蔵
付
き
売
家
と
す
る
栄
誉
は
残
し
た
い
」
と
語
っ
て
い
る
。
栗

本
は
そ
れ
を
「
実
に
憐
れ
む
べ
き
も
の
が
あ
る
」
と
し
、

小
栗
の

か
い
言
、
や
〈

言
は

一
時
の
諾
誰
で
は
な
く
、
崩
壊
す
る
政
府
に
あ
っ
て
も
最
後

の
一
日
ま
で
責
任
を
果
た
す
決
意
で
あ
る
、
と
記
し
て
い
る
。

当
時
の
幕
府
の
財
政
窮
乏
に
つ
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
公
使

ロ
ツ

シ
ュ
で
さ
え
心
配
し
、
「
費
用
を
諸
藩
に
分
担
さ
せ
た
ら
ど
う
か
」

と
か
「
生
糸
に
課
税
し
輸
出
で
外
貨
を
稼
ぐ
方
法
も
あ
る
」
と
い

っ
た
助
言
を
し
て
い
る
。

そ
う
し
た
な
か
、
小
栗
が
造
船
所
に
関

す
る
巨
額
の
費
用
を
ど
の
よ
う
に
算
段
し
た
の
か
は
、
後
世
の
人

に
も
謎
と
さ
れ
て
い
る
。

栗
本
の
遺
稿
集
の
な
か
で
、
小
栗
は

「
造
船
所
に
巨
額
の
費
用
を
回
せ
ば
、
ほ
か
の
糧
費
が
か
え
っ
て
減

る
」
と
い
う
意
味
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
も
強
い
意

志
が
感
じ
ら
れ
る
。

け
い
が
ん

造
船
所
の
件
に
限
ら
ず
、
小
栗
は
慧
眼
の
士
で
あ
っ
た
。

時
代

を
見
抜
く
目
に
卓
抜
し
て
お
り
、
火
薬
製
造
所
や
反
射
炉
の
建
設
、

近
代
陸
軍
の
編
成
と
教
育
、
日
本
初
の
株
式
会
社
「
兵
庫
商
社
」

や
商
工
会
議
所
の
設
立
な
ど
を
手
掛
け
、
構
想
と
し
て
中
央
銀
行

の
設
立
、
新
聞
の
発
行
、
ガ
ス
灯
の
設
置
、
郵
便
・

電
信
・

鉄
道

事
業
な
ど
を
示
唆
し
て
い
る
。

近
代
に
も
っ
と
も
近
い
位
置
に
立
脚
し
て
い
た
小
栗
だ
が
、
事

業
の
完
成
を
み
る
こ
と
な
く
、
慶
応
四
年
、
つ
ま
り
明
治
元
年
に

明
治
新
政
府
の
官
軍
の
手
で
斬
首
さ
れ
て
い
る
。

将
軍
慶
喜
と
の

い
ん
せ
い

対
立
に
よ
っ
て
す
で
に
隠
栖
し
て
い
た
小
栗
を
、
官
軍
は
な
ぜ
性
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急
に
処
断
し
た
の
か
。
そ
れ
に
は
諸
説
あ
る
が

、
の
ち
に
大
隈
重

信
は
こ
う
語
っ
て
い
る

・
・
小
栗
は
謀
殺
さ
れ
る
運
命
に
あ
っ
た
。

な
ぜ
な
ら
明
治
新
政
府
の
近
代
化
構
想
は
、
ほ
と
ん
ど
小
栗
が
考

え
た
こ
と
を
踏
襲
し
た
に
過
ぎ
な
い
か
ら
だ
：
・
。

0
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
レ
オ
ン
ス

・

ヴ
エ
ル
ニ
l

ヴ
エ
ル
ニ
ー
が
初
め
て
来
日
し
た
と
き
、
日
本
の
幕
閣
の
多
く

は
唖
然
と
し
た
と
い
わ
れ
る
。

弱
冠
二
五
歳
の
白
面
の
若
者
に
、

国
家
の
威
信
を
賭
け
た
事
業
が
成
し
遂
げ
ら
れ
る
と
は
思
え
な
か

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
懸
念
は
短
期
間
で
深
い
信
頼

へ
と
変
わ
っ
て
い
く
。

た
と
え
ば
ヴ
ェ
ル
ニ

1

が
フ
ラ
ン
ス
で
、

日
本
に
連
れ
て
い
く
技
術
者
の
選
定
と
機
械
の
購
入
を
行
っ
た
と

き
の
こ
と
で
あ
る
。

高
給
を
目
当
て
に
し
た
技
術
者
や
、
機
械
を

売
り
込
む
商
人
た
ち
が
押
し
寄
せ
た
が
、
ヴ
エ
ル
ニ
ー
は
そ
れ
ら

を

一
切
相
手
に
せ
ず
、
す
べ
て
自
分
の
目
で
選
び
抜
い
た
。

そ
の

様
子
を
間
近
に
み
て
い
た
外
国
奉
行
柴
田
日
向
｛
寸
は
感
服
し
、
持

参
し
た
莫
大
な
金
銭
を
ヴ
ェ
ル
ニ
l

に
預
け
、
後
事
を
託
し
て
帰

国
し
て
い
る
。

ヴ
エ
ル
ニ
ー
が
優
秀
な
技
師
と
い
う
ば
か
り
で
な
く
、
綴
密
な

構
想
力
と
抜
群
の
経
営
能
力
も
兼
ね
備
え
て
い
た
こ
と
は
、
日
本

側
に
と
っ
て
も
大
い
に
役
に
立
っ
た
。

ヴ
エ
ル
ニ
1

が
示
し
た
横

須
賀
造
船
所
の
設
立
原
案
は
、
建
設
の
趣
旨
に
始
ま
り
、
建
設
方

法
、
事
務
、
フ
ラ
ン
ス
人
技
術
者
の
組
織
構
成
、
日
本
人
担
当
者

の
組
織
構
成
、
輸
入
機
械
と
圏
内
で
調
達
す
べ
き
機
械
に
至
る
ま

で
を
詳
細
に
記
し
て
い
る
。

そ
れ
に
し
た
が
い
、
ヴ
エ
ル
ニ
l

は
造
船
所
の
建
設
や
造
船
業

と
い
っ
た
専
門
分
野
の
み
な
ら
ず
、
フ
ラ
ン
ス
人
技
術
者
に
よ
る

洋
式
工
業
技
術
の
伝
授
シ
ス
テ
ム
を
定
め
、
近
代
工
業
施
設
に
ふ

さ
わ
し
い
就
業
規
則
や
賃
金
体
系
を
導
入
し
、
規
律
あ
る
運
営
を

行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
笹
舎
を
設
置
し
て
日
本
人
技
術
者
を
育
成

し
、
地
元
の
少
年
を
雇
用
し
て
技
術
を
習
得
さ
せ
て
も
い
る

。

そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
日
本
人
自
身
の
手
で
造
船
事
業
を
行
え
る

よ
う
に
す
る
方
針
に
添
っ
た
も
の
で
あ
っ
た

。

そ
の
成
果
は
、
ヴ

エ
ル
ニ
l

の
帰
国
後
に
日
本
人
技
術
者
た
ち
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ

た
、
最
大
規
模
の
第
二
号
ド
ッ
ク
と
な
っ
て
結
実
し
て
い
る

。

横
須
賀
造
船
所
に
お
け
る
一
O
年
余
は
、
ヴ
エ
ル
ニ
l

自
身
に

と
っ
て
も
人
生
の
も
っ
と
も
華
や
か
な
時
期
で
あ
っ
た
と
い
え
る

。

お
雇
い
外
国
人
と
し
て
の

一
万
ド
ル

（
現
在
の
金
額
に
し
て
九
0

0
0
万
円
以
上
）
と
い
う
高
額
の
年
俸
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

一

大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
指
導
者
と
し
て
す
べ
て
を
任
さ
れ
、
日
本
の

近
代
化
に
寄
与
し
て
い
る
誇
り
も
あ
っ
た
ろ
う
。

ヴ
ェ
ル
ニ
1

は
明
治
八
年
（

一
八
七
五
）
末
ま
で
造
船
所
の
首

長
を
務
め
、
翌
年
か
ら
短
期
間
だ
け
顧
問
と
な
っ
た
あ
と
、
二
月

に
創
業
以
来
の
業
績
を
記
し
た
報
告
書
を
提
出
し
、
三
月
に
は
フ

ラ
ン
ス
に
帰
国
し
た
。

母
国
で
は
し
ば
ら
く
海
軍
に
勤
務
し
た
後
、

鉱
山
経
営
に
携
わ
っ
た
と
い
う
話
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
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~給ご覧（五恭J賢三別委ll

（左） 横須質全閃 明治22年（1889) :.j黄須賀

造船所が、可初の言｜一 l闘を完成した時期の図であ

る。”この年造船所は横須賀鋲守府造船部と肱｜
~ 

1皆、され、 これより同本海軍、在日米海軍の軍

事施設として人々の日から遠ざけられること

になるノ機須賀市自然 ・ 人文博物館蔵

フランス人による尿袈lの設計図書長 慶応元年（1865)

地割り図と一対をなすと思われる造船所の設計図で、

各，，：の施設や工場群が計阿されたが、当初ド 7
（修船所）は2基しか計画されてし弔なかったこ とが分

かる ノ償須賀市自然 ・ 人文博物館蔵

フラン矢の地図に織かれた横須賀 明治6年（1873)

発行． フランスで出版された古地図宏、先戒した第i

号持ツク、工事中と思われるドッグ屯ほか、施設や江

場群が明治初期には完成し稼働していたこ とが分か
る／横須賀市向然·J.-文博物館蔵

議1 L1~ 
苓
1i1l 

//” 

〆竺ニ，，

ーー一戸aー司，－

詠みま持1
3台tfi!. 国1
舟見書己主：：
了浜をt
zマ！ f~
すT邦



ト｝仮倉庫チ）木材廊 ＇.：： ＇J ）医師室ヌ）造船工場ル）造船台ヲ）仮官庁ワ）鋸銭、端船、滑車工場カ）修船台ヨ）起重補船内泥渡船

横須賀造船所3 明治9年（187ち）：工場践は年々芳実してきたが、燈大規模となる第2号ドックの工事はまだ始まっていない。 前年首長の任を解かれたヴエルニーは、造船所の完成を見ることなく この年フランスに帰国する 出典：横須~海JI[工廠史／横須賀市蔵



日
本
の
造
船
業
が
イ
ギ
リ
ス
を
抜
い
て
進
水
量
で
世
界
一

と
な
っ
た
の
は
、
昭
和
三
一
年
（
一
九
五
六
）
の
こ
と
で
あ

る
。

ペ
リ
l

率
い
る
ア
メ
リ
カ
艦
隊
の
蒸
気
船
に
驚
博
し
て

か
ら
お
よ
そ

一
O
O
年
、
ま
さ
に
日
本
は
造
船
に
よ
る
立
国

を
果
た
し
た
こ
と
に
な
る
。

そ
の
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
の
は
、
横
須
賀
造
船
所
を
は
じ

め
と
し
た
明
治
期
の
洋
式
造
船
所
で
あ
っ
た
。

鎖
国
に
と
も

な
う
大
船
建
造
禁
止
令
に
よ
り
、
幕
末
期
、
日
本
の
外
航
船

建
造
技
術
は
壊
滅
的
状
態
に
あ
っ
た
。

そ
う
し
た
時
期
に
ヴ

エ
ル
ニ
ー
に
よ
り
事
業
と
し
て
の
造
船
が
始
め
ら
れ
た
こ
と

は
前
章
で
述
べ
た
が
、
で
は
当
時
の
造
船
と
は
ど
う
い
う
も

の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

造
船
大
国
と
い
わ
れ
な
が
ら
、
明

治
期
の
初
期
造
船
の
姿
を
伝
え
る
も
の
は
決
し
て
多
く
は
な

い
。

そ
こ
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

l

ム
で
は
、
横
須
賀
造
船
所

に
お
け
る
造
船
手
順
を
、
施
設
構
成
と
の
関
係
か
ら
考
察
し

た
D。

世
界
の
造
船
技
術
と
の
出
会
い

幕
末
か
ら
明
治
と
い
う
時
代
に
先
進
諸
国
の
造
船
技
術
と

出
会
い
、
造
船
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
こ
と
は
、
日
本
に
と

っ
て
幸
運
な
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

そ
れ
は
当

時
、
列
強
と
呼
ば
れ
る
先
進
国
に
お
い
て
、
造
船
は
技
術
革

新
の
過
渡
期
に
あ
っ

た
か
ら
で
あ
る
。

遅
れ
て
参
入
し
た
日

木
は
、
世
界
の

一
流
水
準
の
技
術
を
並
行
し
て
導
入
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

鉄
製
の
艦
船
に
つ
い
て
い
え
ば
、
世
界
最
初
の
鉄
船
ア

l

ロ
ン
・
マ
l

ピ
ン
号
が
建
造
さ
れ
た
の
は

一
八
二
二
年
の
こ

す
う
せ
い

と
で
あ
る
。

し
か
し
、
世
界
の
趨
勢
が
木
造
船
か
ら
鉄
鋼
船

へ
移
行
し
始
め
る
の
は

一
八
五
0
年
代
、
つ
ま
り
幕
末
に
な

っ

て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。

動
力
に
つ
い
て
も
、
ペ
リ

l

艦

~幽薗幽幽幽歯菌幽幽圃薗幽岨画面圏直圃圃圃圃圃・圃圃圃圃圃園田園・・・・・・・・・・・・・・・・・・圃圃圃圃圏直面圃・圃圃画面

隊
の
二
隻
の
蒸
気
軍
艦
の
例
か
ら
、
世
界
は
す
で
に
蒸
気
機

関
が
主
流
だ
と
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、
実
際
に
は
石
炭
焚
き
ボ

イ
ラ
ー
に
よ
る
往
復
動
蒸
気
機
関
（
レ
シ
プ
ロ
）
は
少
数
に

過
ぎ
ず
、
そ
れ
も
帆
と
併
用
す
る
艦
船
が
多
か
っ
た
。

さ
ら

に
推
進
装
置
で
は

一
八
三
六
年
に
ス
ク
リ
ュ
ー
・
プ
ロ
ペ
ラ

が
発
明
さ
れ
、
波
浪
の
影
響
を
受
け
や
す
い
外
輪
方
式
か
ら
、

よ
う
や
く
移
行
が
始
ま
っ
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

か
ん
り
ん

た
と
え
ば
日
本
が
オ
ラ
ン
ダ
に
発
注
し
た
有
名
な
成
臨
丸

は
、
蒸
気
機
関
に
よ
る
ス
ク
リ
ュ
ー
推
進
と
帆
を
併
用
し
た

木
造
船
で
あ
る
。

ま
た
、
横
須
賀
造
船
所
で
最
初
に
建
造
さ

れ
た
三
O
馬
力
船
（
横
須
賀
丸
）
と

一
O
馬
力
船
（
横
浜
丸
）

も
、
木
造
ス
ク
リ
ュ
ー
汽
船
で
あ
る
。

こ
う
し
た
艦
船
を
修

理
、
あ
る
い
は
建
造
で
き
る
技
術
を
習
得
す
る
こ
と
こ
そ
、

当
時
の
日
本
の
目
標
で
あ
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
日
本
の
導
入
す
べ
き
造
船
技
術
を
要
約
す

れ
ば
、
「
外
航
用
の
木
造
船
建
造
技
術
と
レ
シ
プ
ロ
蒸
気
機

関
、
そ
れ
に
ス
ク
リ
ュ
ー
・
プ
ロ
ペ
ラ
の

三
点
で
あ
り
、
そ

の
他
の
技
術

（綱
索
類
・
帆
布
類
・
羅
針
盤
・
塗
料
な
ど
）

は
き
わ
め
て
少
数
で
あ
っ
た
」
（『日
本
の
技
術

一
O
O

年
』

佐
久
間
武
・
小
野
純
朗
）。

と
は
い
え
、
こ
れ
ら
の
技
術
は
ど
れ
も
日
本
人
に
は
未
知

の
も
の
で
あ
る
。

そ
の
習
得
を
短
期
間
で
果
た
し
、
さ
ら
に

造
船
を
基
盤
と
し
た
国
家
づ
く
り
が
早
く
か
ら
開
始
さ
れ
た

こ
と
は
、
驚
異
に
値
す
る
出
来
事
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

そ
れ

を
成
し
え
た
背
景
に
は
、
外
国
文
化
を
吸
収
し
自
国
の
も
の

と
す
る
に
巧
み
な
日
本
人
の
特
質
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い

。

あ
る
い
は
ア
ジ
ア
各
地
が
列
強
に
よ
っ

て
植
民
地
化
さ
れ
る

な
か
、
日
本
は
そ
れ
を
免
れ
た

幸
運
も
あ
る
で
あ
ろ
う

。

と

同
時
に
造
船
技
術
と
い
う
も
の
が
、
当
時
の
日
本
人
に
と
っ

て
は
国
家
の
存
亡
を
賭
け
た
ド
ラ
ス
チ
ッ

ク
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
と
も
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

。
横
須
賀
造
船
所
に
お
け
る
造
船
事
業

ヴ
ェ
ル
ニ

l

の
在
任
中
に
建
造
さ
れ
た
艦
船
に
は
、
造
船

ひ
き
ぷ
ね

所
の
曳
船
と
し
て
利
用
さ
れ
た
第

一
横
須
賀
丸
に
続
き
、
横

浜
丸
（
明
治
三
年
竣
工
）、
蒼
竜
丸
（
明
治
五
）
、
函
館
丸
（
明

せ
い
き

治
六
）
、
第
一
利
根
川
丸
（
明
治
六
）
、
軍
艦
の
清
輝
（
明
治

九
）
な
ど
の
ほ
か
、
小
汽
船
が
数
隻
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
る
。

そ
の

一
方
で
修
理
し
た
艦
船
に
つ
い
て
は

、

ヴ
エ

ル
ニ
l

自
身
が
離
日
の
際
の
報
告
書
の
な
か
で

「明
治
四
年

（
一
八
七

一
）
以
降
、
内
外
艦
船
二
六
三
一隻
（
内
国
船
二
ハ二

隻
、
外
国
船

一
O

一
隻
）
」
と
記
し
て
い
る
よ
う
に
膨
大
な

数
に
の
ぼ
る
。

そ
の
背
景
に
は
、
明
治

三
年
（

一
八
七
O
）
に
民
部
省
か

ら
出
さ
れ
た
、
全
国
の
艦
船
修
理
の
委
託
に
応
ず
る
旨
の
布

告
が
あ
っ
た
。

そ
の
布
告
に
「
蒸
気
船
風
帆
船
等
所
持
之
者

共
船
之
破
損
有
之
候
節
修
復
差
加
へ
度
者
共
ハ
」
と
あ
る
よ

う
に
、
横
須
賀
造
船
所
で
は
ど
の
よ
う
な
船
で
も
修
理
す
る

方
針
を
採
っ
て
い
た
。

そ
の
際
「
外
国
人
モ
御
雇
入
相
成
居

候
ニ
付
」
と
あ
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
人
技
術
者
に
よ
る
高
度
な

修
理
を
語
い
文
句
と
し
て
い
る

。

16 

民
部
省
の
こ
の
布
告
は
、
翌
明
治
四
年
（

一
八
七
ご
に

日
本
初
の
石
造
ド
ラ
イ
ド
ッ
ク
が
完
成
し
、
修
理
機
能
が
大

幅
に
拡
張
さ
れ
る
こ
と
を
見
越
し
て
の
も
の
で
あ
っ
た

。

「横
須
賀
造
船
史
』
所
載
の
「
建
築
物

一
覧
表
」
に
よ
れ
ば
、

造
船
台
二
ヵ
所
、
修
船
台

一
ヵ
所
、
船
渠
（
ド
ッ
ク
）

一
カ

所
が
揃
っ
た
こ
と
と
な
る
。

こ
の
体
制
に
よ
り
、
新
造
船
の

建
造
と
修
船
（
修
理
）
と
い
う
本
格
的
な
造
船
所
の
機
能
が

一
応
整
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
当
時
の
状
況
を
知
る
興
味
深
い
資
料
と
し
て
、

『横

(.f) 秋i本洲明治271下 (18制）：巡洋艦として国産

第1号の箪艦であり、翌年から勃発した日清戦争時

では初戦より活躍した。フランス決設計から英国式

事 設計への転換点となる艦で、就役直前のため白く塗

装されている

. 





船体名称図

（
明
治
五
年
一

一
月

二
六
日
の
記
録
）

オ
ー
ス
ト
リ
ア
博
覧
会
に
陳
列
す
べ
き
横
須
賀
造
船
所
関
係

の
リ
ス
ト
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
表
一
二
頁
）。

造
船
所
の
図

面
や
石
造
ド
ッ
ク
模
型
の
出
品
は
、
国
際
水
準
を
満
た
す
施

設
が
建
設
さ
れ
、
そ
の
技
術
力
を
示
そ
う
と
い
う
明
治
新
政

府
の
高
揚
し
た
気
分
を
伝
え
て
く
れ
る
。

リ
ス
ト
中

に
は
火

山
灰
や
石
灰
、
石
材
な
ど
ド
ッ

ク
建
設
に
使
用
さ
れ
た
と
思

わ
れ
る
材
料
の
ほ
か
、
木
材
、
麻
、
綱
糸
な
ど
が
み
ら
れ
る
。

木
材
は
船
体
用
、
麻
は
製
綱
用
、
綱
糸
は

帆
の
縫
糸
や
タ
ー

ル
を
し
み
込
ま
せ
て
防
水
材
と
す
る
も
の
で
、
い
ず
れ
も
洋

式
木
造
船
に
使
用
さ
れ
る
材
料
類
で
あ
り
、
そ
の
国
産

化
が

進
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

こ
こ
に
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
機
械
類
に
つ
い
て
は
輸
入

金
属
材
料
を
造
船
所
内
で
加
工
し
、
そ
れ
が
難
し
い
ボ
イ
ラ

ー
用
火
炉
や
軸
類
、
プ
ロ
ペ
ラ
、
パ
イ
プ
、
パ
ル
プ
、
帆
布

類
、
特
殊
木
材
な
ど
は
、
当
初
は
輸
入
し
て
い
た
も
の
と
考

須
賀
造
船
史

」

← 第一ステyプ
争・ 第二ステップ
‘園 第三ステッブ

造船工程と資材の流れ

、

，，一、「

記号 工場等名称 機能

A 端船置場 Hの端船工場で製作した端船（小船）の置場

B 材木小屋 入荷した木材の置場。堀から荷取りするので堀に面している

c 船異工場 艦船の運用、修理船の繋留及び船渠出入、クレーンの操作、

新造艦船の綱具取付、その他所内鉛艇一切の事業を担当する

D 製絹工場 縮大各種綱索の製撚事業を担当する

E 鋸鈎工場 機械を利用して木材を切割り、平削し、権桁等を製作する

F 滑車工場 大小各種の滑車を製作する

G 模型工場 鋳造品の木型、その他木製諸器具を製作する

H 端船工場 端船（小船）等を新進あるいは修理する

整飾工場 金銀銅鉄製の装飾異一切、その他金属機械の製作及び彫刻

J 錬鉄工場 鍛鉄、精錬

K 填隙工場 新造もしくは修理艦船の甲板、外舷境隙および各部の塗粧

L 製缶工場 ボイラーおよび鋼鉄真銭亜鉛板の製品一切、その他機械に付属

する諸管等を製作する

M 鋳造工場 金属諸機械を鋳造する

N 旋盤室戸撃工場 鍛冶もしくは鋳造した諸機械を、銭削、室戸滑し、撃孔したり

仕上げ一切を行う

。 組立工場 汽機（往復動蒸気機関）、その他諸機械の組立および試運転を

fi つ- 
p クレーン（30t) 進水させた船に、帆柱、帆材、ボイラ一、往復動蒸気機関等

の大きな物や重量物の積み込みを行う

Q 船渠（工場） 諸艦船の修繕および改造を行う

R 船台 （造船工場） 船体および船内諸室の新造もしくは修理を行う

s 製帆工場 帆類および天幕の製作もしくは修理等、縫製作業一切を行う

T 木材烹蒸工場 木材を蒸気によって蒸し、曲げ加工を行う

え
ら
れ
る
。

。
施
設
構
成
と
造
船
工
程

初
期
の
横
須
賀
造
船
所
で
は
、
建
設
事
業
と
造
船
事
業
が

相
前
後
し
な
が
ら
進
展
し
て
い
っ
た
。

そ
の
た
め
造
船
所
の

完
成
時
期
を
い
っ
と
す
る
か
は
難
し
い
が
、
明
治
新
政
府
が

ド
ッ
ク
三
基
の
建
設
を
目
指
し
て
い
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、

三
番
目
に
建
設
さ
れ
た
第
二
号
ド
ッ
ク
の
竣
工
時
期
、
明
治

一
七
年
（
一
八
八
四
）
を
も
っ
て

一
応
の
完
成
と
み
る
こ
と

が
で
き
る
だ
ろ
う
。

そ
こ
で
横
須
賀
造
船
所
に
お
け
る
造
船
工
程
に
つ
い
て
、

完
成
期
以
降
の
施
設
構
成
と
照
合
し
な
が
ら
考
察
を
行
っ
て

み
た
い
。

当
時
の
艦
船
は
ま
だ
木
造
ス
ク
リ
ュ
ー
汽
船
が
主

て
っ
こ

つ
も
く
ひ

せ
ん

流
だ
が
、
構
造
は
木
骨
か
ら
鉄
骨
木
皮
船
へ
と
変
わ
り
つ
つ

あ
っ
た
。

横
須
賀
造
船
所
で
は
明
治
二
O
年
（

一
八
八
七
）

あ
た

ご

に
、
日
本
で
最
初
の
鋼
鉄
鉄
皮
船
愛
宕
が
四
年
の
歳
月
を
か

け
て
竣
工
し
て
い
る
。

明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）
の
「
横
須
賀
全
図
」
（
一
三

頁
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
主
要
工
場
と
、
そ
の
機
能
を
ま
と

め
た
の
が
表
（
一
二

頁
）
で
あ
る
。

こ
の
図
と
表
に
し
た
が

っ
て
当
時
の
造
船
手
順
を
追
う
と
、
そ
の
施
設
構
成
は
帆
を

併
用
し
た
木
造
ス
ク
リ
ュ
ー
汽
船
の
製
造
を
裏
付
け
て
い
る

こ
と
が
分
か
る
。

〈造
船
工
程
の
概
要
〉
（
一二
頁
上
図
参
照
）

①
材
木
小
屋
（
B

）
に
貯
蔵
さ
れ
た
木
材
を
鋸
鈍
工
場
（E
）

で
加
工
し
、
必
要
に
応
じ
て
木
材
烹
蒸
工
場
（
T

）
で
曲
げ

加
工
し
た
後
、
船
台

（R
）
に
運
ん
で
組
み
立
て
る
。

木
材

て
ん
げ
さ

の
接
合
部
の
防
水
に
は
、
填
隙
工
場
（
K

）
で
製
造
さ
れ
た

れ
き
せ
い
つ
な

涯
青
綱
を
使
用
し
た
。

こ
れ
は
麻
綱
に
タ
l

ル
ピ
ッ
チ
を
浸

た
ボ
イ
ラ
ー
、
錬
鉄
工
場
・
鋳
造
工
場
（

M
）
・
旋
盤
鍾
撃
工

場
（
N
）
に
よ

っ
て
製
作
さ
れ
た
汽
機
（
往
復
動
蒸
気
機
関
）
、

そ
れ
に
当
初
は
や
は
り
輸
入
し
た
で
あ
ろ
う
パ
イ
プ
、
バ
ル

ブ
な
ど
を
ク
レ
ー
ン
に
よ
り
船
に
積
み
込
み
、
所
定
の
位
置

に
据
え
る
。

③
最
後
に
船
を
船
台
と
船
渠
の
間
に
あ
る
入
江
に
移
動
さ
せ

る

。
鋸
飽
工
場
あ
る
い
は
模
型
工
場
（
G

）
で
製
作
さ
れ
た

帆
柱
、
滑
車
工
場
（
F

）
で
製
作
さ
れ
た
滑
車
、
製
綱
工
場

（D
）
で
製
作
さ
れ
た
綱
索
を
ク
レ
ー
ン
で
船
に
積
み
込
み
、

マ
ス
ト
の
組
み
立
て
を
行
う
。

そ
こ
に
当
初
は
輸
入
し
た
帆

布
類
を
製
帆
工
場
（
S

）
で
加
工
し
、
マ
ス
ト

に
張
る
。
併

せ
て
整
飾
工
場
（
I

）
で
製
作
し
た
細
工
物
で
仕
上
げ
を
行

っ
た
後
、
竣
工
と
な
る
。

以
上
の
造
船
工
程
を
施
設
構
成
と
の
対
比
で
み
る
と
、
工

場
各
棟
が
機
能
的
に
よ
く
考
え
ら
れ
て
配
置
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
分
か
る
。

海
上
輸
送
さ
れ
て
く
る
材
木
は
、
堀
割
に
隣

接
し
た
材
木
小
屋
に
直
接
陸
揚
げ
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。

船
体
を
組
み
上
げ
る
船
台
の
周
辺
に
は
、
そ
の
材
料
を

加
工
・
製
作
す
る
工
場
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。

ク
レ
ー
ン
で

積
み
込
む
必
要
の
あ
る
重
量
機
械
の
工
場
は
、
ク
レ
ー

ン
近

く
で
製
作
が
完
了
す
る
形
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
工

場
開
の
材
料
や
製
品
の
輸
送
に
は
、
鉄
道
が
使
わ
れ
て
い
る

。

「
横
須
賀
全
図
」
中
に
示
さ
れ
た
線
路
網
か
ら
、
そ
れ
が
重

要
な
運
搬
手
段
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る。

全
体
的
に
物
の
動
線
が
明
解
で
あ
り
、
無
駄
が
き
わ
め
て

少
な
い
と
い
う
印
象
を
受
け
る

。

唯
一
、
製
帆
工
場
が
離
れ

た
場
所
に
立
地
し
て
い
る
の
が
目
立
つ
く
ら
い
で
あ
る。
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透
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

②
次
に
当
初
は
輸
入
し
た
で
あ
ろ
う
ス
ク
リ
ュ
ー

・

プ
ロ
ペ

ラ
、
軸
類
を
取
り
付
け
た
後
、
船
台
を
滑
ら
せ
て
進
水
さ
せ
、

三
0
ト
ン

・

ク
レ
ー
ン

（p
）
の
脇
に
移
動
さ
せ
る
。

そ
し

て
錬
鉄
工
場

（J
）
を
経
て
製
缶
工
場

（L
）
で
製
作
さ
れ

明治6年 （ 1873） 年 7月 1 日横須賀造船所の各工場等の名称と機能

こ
う
し
た
施
設
配
置
は
、
現
代
の
視
点
か
ら
み
れ
ば
当
然

の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
大
規
模
な
近
代
工
場
を
初
め
て
目
に

す
る
当
時
の
日
本
人
に
は
、
き
わ
め
て
新
鮮
に
映
っ
た
は
ず

で
あ
る
。

現
代
へ
と
つ
な
が
る
近
代
工
業
施
設
の
機
能
的
構

成
と
い
う
も
の
を
、
日
本
人
は
横
須
賀
造
船
所
を
は
じ
め
と

し
た
洋
式
造
船
所
に
お
い
て
学
ん
だ
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

明治5年 （1872 ) 11 月26日

No. 陳列品

横須賀造船所全国

2 船渠の模型

3 木材の部陸前産棟、杉、女松、薬

以下省略

4 石炭の部肥前唐津産

以下省略

5 麻の部 下野疋国産2種

以下省略

6 綱糸の部機須賀造船所裂の細網

。 製の帆縫糸

。 製のi歴青綱の下撚

7 火山灰および石灰の部 省略

8 石の部 省略

オース卜リア博覧会陳列品リスト
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慶応3年 （ 1867） に着工し明治4年 （1871 ） 最初に緩工した後、 現在も稼働する第1号ドッ ク
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－
EM
A，，
？
レ

海
運
日
本
の
幡
矢
と
な
っ
た
横
須
賀
造
船
所
に
お
い
て
、

建
造
物
の
白
眉
と
も
い
え
る
の
が
石
造
ド
ラ
イ
ド
ッ
ク
（
乾

船
渠
）
で
あ
る
。

完
成
当
時
、
全
長
一
五
六
メ
ー
ト
ル
を
超

え
る
東
洋

一
の
規
模
を
誇
っ
た
第
二
号
ド
ッ
ク
を
筆
頭
に
、

明
治
初
期
に
三
基
の
ド
ラ
イ
ド
ッ
ク
が
建
設
さ
れ
た
（
の
ち

昭
和
一
五
年
ま
で
に
計
六
基
と
な
っ
た
）
。

そ
の
歴
史
的
経
緯
は
前
章
ま
で
に
述
べ
て
き
た
が
、
こ
こ

で
は
主
と
し
て
工
学
面
か
ら
の
検
討
を
行

っ
て
み
た
い
。

横

須
賀
ド
ッ
ク
の
建
設
は
、
日
本
の
土
木
技

術
史
に
お
け
る
最

初
の
大
型
海
洋
工
事
で
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

も
ち
ろ

ん
港
の
建
設
は
古
代
か
ら
伝
統
的
な
手
法
に
よ
り
実
施
さ
れ

て
き
た
が
、
石
造
ド
ッ
ク
の
よ
う
な
大
型
構
造
物
を
も
っ
大

規
模
な
港
湾
施
設
は
、
そ
れ
ま
で
に
例
を
み
な
い
。

近
代
初

め
の
土
木
技
術
や
施
工
方
法
を
知
る
う
え
で
も
、
き
わ
め
て

興
味
深
い
。

明
治
初
期
の
ド
ラ
イ
ド
ッ
ク
が
現
存
し
て
い
る
こ
と
は
驚

異
と
い
え
る
が
、
長
い
あ
い
だ
海
軍
工
廠
、
あ
る
い
は
在
日

米
海
軍
基
地
内
に
あ
る
た
め
、
そ
の
全
容
は
意
外
な
ほ
ど
知

ら

れ
て
い
な
い
。

そ
こ
で
今
回
大
林
組
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
で
は
、
横
須
賀
ド
ッ
ク
を
建
設
し
た
明
治
初
期
の
技
術
者

た
ち
に
敬
意
を
表
し
、
同
時
に
こ
の
ド
ッ
ク
が
長
く
保
存
さ

れ
る
こ
と
を
願
い
つ
つ
、
そ
の

当
初
の
姿
の
想
定
復
元
と
工

学
的
考
察

を
試
み
る
こ
と
に
し
た
。

。
復
元
の
前
提

復
元
及
び
考
察
の
対
象
は
、
明
治
初

期
に
横
須
賀
造
船
所

に
建
設
さ
れ
た
第
一
号
、
二
号

、

三
号
の
三
基
の
石
造
ド
ラ

イ
ド
ッ
ク

で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
ド

ッ
ク

が
幸
い
に
も
現
存
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
在
日
米
海
軍
横
須
賀
基
地
の
協
力
を
得

て
、
現
地
調
査
に
よ
っ

て
そ
の
全
体
像
を
確
認
し
た
。

各
ド

ッ
ク
に

は
、

一
部
補
修
や
改
修
さ
れ
た
箇
所
が
あ
る
た
め
、

で
き
る
だ
け
完
成
当
時
の
姿
の
想
定
復
元
を
目
指
し
た
。

そ
の
際
、
基
本
資
料
と
し
た
も
の
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
完
成
当
初
の
姿
に
つ
い
て

・
石
井
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
：
横
須
賀
造
船
所
出
入
り
の
工事
業

者
で
あ
り
、
の
ち
に
海
軍
技
手
と
な
っ
た
杉
浦
栄
次
郎
氏
の

遣
し
た
図
面
類
。
当
初
の
横
須
賀
ド

ッ
ク

と
思
わ
れ
る
貴
重

な
図
面
な
ど
が
、
横
須
賀
市
自
然
・
人
文
博
物
館
に
「
石
井

コ
レ
ク
シ
ョ
ン

」
の

一
部
と
し
て
保
管
さ
れ
て
い
る
。

「横
須
賀
海
軍
船
廠
史

』
（復
刻
・
原
書
房
）
、
『横
須
賀

造
船
史
』
（
東
陽
堂
）
・：
横
須
賀
造
船
所
の
歴
史
や
規
模
な

ど
を

記
し
た
文
献
。

・

ク
リ
ス
チ
ャ
ン

・

ポ
ラ
ッ
ク
氏
所
蔵
写
真
：
・

日
仏
文
化
交

流
の
研
究
者
で
あ
る
同
氏
が
所
蔵
す
る
、
明
治
期
の
横
須
賀

造
船
所
の
古
写
真
類
。

・
そ
の
他
：
・
明
治
期
の
港
湾
構
造
物
に
関
す
る
先
端
技
術
を

記
し
た
贋
井
勇
著

『築
港
』
（丸
善
）
ほ
か
、
『日
本
土
木
史
』

（
日
本
土木
学
会
）、

『明
治
工
業
史
」
（
日
本
工
学
会
）、
長

浜
つ
ぐ
お
著

『旧
・
横
須
賀
鎮
守
府
＆
ド
ラ
イ
ド
ッ
ク

」

（
横
須
賀
の
文
化
遺
産
を
考
え
る
会
）
な
ど。

②
現
状
に
つ
い
て

「
米
海
軍
横
須
賀
基地
内
洋
風
建
造
物
調
査
報
告

書
」
（横

須
賀
市
教
育
委
員
会
）
・
：
昭
和六
三
年
（
一
九
八
八
）
東
京

大
学
生
産
技
術
研
究
所
村
松

・

藤
森
研
究
室
に
よ

り
、
横
須

賀
造
船
所
の
建
造
物
が
調
査
、
測
量
さ
れ
、
ド
ッ
ク
の
現
状

図
面
作
成
と
構
造
に
つ
い
て
の
考
察
が
行
わ
れ
て
い
る。

な
お
、
横
須
賀
ド
ッ

ク
は
現
存
し
て
い
る
も
の
の
、
残
念

な
が
ら
発
掘
調
査
は
過
去
に
実
施
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
の
た

き
ょ
て
い
き
ょ
へ
き

め
ド
ッ
ク

の
渠
底
、
渠
壁
部
分
の
背
面
構
造
や
施
工
法
に
つ

い
て
は

、
以
上
の
資
料
を
参
考
に

、

土
木
技
術
者
と
し
て
妥

当
と
思
わ
れ
る
想
定
を
行
い
つ
つ
作
業
を
進
め
た

。

。
横
須
賀
造
船
所
の
立
地
条
件

横
須
賀
造
船
所
の
立
地
に
関
す
る
歴
史
は
す
で
に
述
べ
た

と
お
り
だ
が
、
現
在
改
め
て
横
須
賀
湾
の
地
形
を
み
る
と
、

造
船
所
と
し
て
の
立
地
条
件
の
良
さ
を
再
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

湾
口
は
北
に
向
き
、
幅
は
約
五

0
0
メ
ー

ト
ル
と

狭
く
、
外
海
の
波
浪
の
影
響
を
ほ
と
ん
ど
受
け
な
い
非
常
に

静
穏
度
の
高
い
湾
で
あ
る
。

ま
た
、
背
後
に
山
が
迫
り
、
外

i
ν阜
、A、
u

敵
か
ら
の
遮
蔽
や
守
り
も
容
易
で
あ
ろ
う
こ
と
が
想
像
さ
れ
る

。

一
方
、
土
木
構
造
物
で
あ
る
ド
ッ
ク
の
設
置
環
境
を
み
る

ど
た
ん

と
、
建
設
地
点
の
土
質
は
士
丹

（シ
ル
ト
岩
に
分
類
さ
れ
、

粘
土
、
シ
ル
ト
が
固
結
し
た
軟
岩

）
か
ら
な
り
、
現
在
で
は

望
め
な
い
ほ
ど
の
好
条
件
と
い
え
る

。

ヴ
エ
ル
ニ
l

の
指
導

に
よ
る

敷
地
造
成
で
は
、
小
さ
な
入
江
を
い
く
つ
か
埋
立
て

て
い
る
が
、
三
基
の
ド
ッ
ク
用
地
の
大
半
は
埋
立
て
部
分
で

は
な
く
、
元
か
ら
の
地
山
を
利
用
し
て
い
る

。

と
く
に
第

二

号
、
三
号
ド
ッ

ク
部
分
は
、
白
仙
山
と
い
う
小
山
を
切
り
開

い
た
土
地
で
あ
り
、
そ
の
土
質
は
ド
ッ
ク
の
渠
壁
上
部
ま
で

堅
固
な
土
丹
と
考
え
ら
れ
る
。

幕
末
期
の
短
い
準
備
期
間
中

に
、
湾
の
選
定
だ
け
で
な
く
土
質
に
つ
い
て
も
綿
密
な
調
査

を
行
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

ち
な
み
に
大
正
期
以
降
の
各

地
の
ド
ラ
イ
ド
ッ
ク
は
、
大
半
が
砂
質
地
盤
や
埋
立
地
に
建

設
さ
れ
て
お
り
、
横
須
賀
と
比
較
し
て
困
難
な
地
盤
条
件
に

25 

あ
る
。

地
盤
が
土
丹
で
あ
る
こ
と
は
、
ド
ッ

ク
の
施
工
上
も
非
常

に
有
利
で
あ
る
。

掘
削
が
困
難
で
あ
る
こ
と
を
除
く
と
、
土

質
の
粘
着
力
が
強
い
た
め
鉛
直
に
掘
削
し
て
も
自
立
性
が
高

く
、
崩
壊
し
づ
ら
い
。

ま
た
、
地
盤
が
水
を
通
す
透
水
係
数

も
低
い
。

そ
の
た
め
ド
ッ
ク
の
施
工
上
も
っ
と
も
重
視
さ
れ

ど
ど
し
す
い

る
土
留
め
対
策
と
止
水
対
策
が
容
易
と
な
る。

さ
ら
に
こ
れ
ら
の
ド
ッ
ク
が
、
日
本
海
軍
や
米
海
軍
の
厳
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重
な
管
理
下
に
あ
っ
た
と
は
い
え
、
地

震
多
発
地
帯
の
横
須

賀
に
あ

っ
て
百
数
十
年
後
も
な
お
稼
動
し
て
い
る
の
は
、
地

盤
条
件
に
恵
ま
れ
て
い
た
か
ら
と

考
え
ら
れ
る
。

岩
着
に
近

い
条
件
下
に
設
置
さ
れ
て
い
て
地

震
波
の
増
幅
が
少
な
く
、

同
時
に
液
状
化
現
象
を
生
じ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

『横
須
賀
海
軍
船
廠
史
』
に
、

「そ
の
土
質
は
土
丹
岩
と

称
す
る

石
に
次
ぐ
最
硬
な
る
土
質
に
て
、

渠
底
は
宛
ら

一
大

盤
石
を

布
き
た
る
如
く

実
に
入
渠
船
体
に
対
し
安
全
無
比
と

称
す
べ
き
な

り
」
と
あ
る
が
、
ま
さ
に
そ
の
と
お
り
の
好
条

件
下
に
あ
る
。

横
須
賀
湾
は
、
そ
の
地
形
の
み
な
ら
ず
、
ド

ッ
ク
構
造
物
の
安
定
性
と
施
工
性

、

耐
久
性
の
面
で
も
、
最

良
と
も
い
え
る
自
然
条

件
に
恵
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

。
横
須
賀
ド
ッ
ク
の
構
造
と
施
工
法

一
般
に
ド
ッ
ク

は
、
用
途
に
よ

っ

て
建
造
ド

ッ

ク

ヘ
八
日
向
口

f
，向
稲
川，m
制
川

の
新
造
用
）、
修
繕
ド

ッ
ク
（
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
用

）、
係
船
ド

ッ
ク
（
船
舶
を
係
留
す
る

岸
壁
な
ど
の
総
称
）
に
分
け
る
こ

と
が
で
き
る
。

ま
た
、
そ

の
構
造
に
よ

っ
て
ド
ラ
イ
ド

ッ

ク

（
土地
を
掘
削
し
て
建
設
す
る
）、

フ

ロ
ー
テ

ィ

ン

グ
ド

ッ

ク

（
海
上
に
鋼
殻の
ド
ッ

ク
を

浮
か
べ
た
も
の
）、
ウ
エ
ッ
ト
ド

ッ
ク
（
係
留
用
）
に
分
類
さ
れ
る
。

こ

の
う
ち

横
須
賀
ド

ッ
ク

は
、
修
繕
用
の
ド
ラ
イ
ド

ッ

ク

に
位
置
付
け
ら

れ
る
。

修
繕
用
ド
ラ
イ
ド

ッ
ク

と
は
、
ド

ッ

ク

内
に
船
舶
を
入
れ
て
ゲ
l

ト
を
閉
め
、
ポ
ン
プ
に
よ
り
排

水
し
て
ド
ッ
ク

内
を
ド
ラ
イ
ア

ッ

プ
し
、
船
体
を
す
べ
て
露

出
さ
せ
た
状
態
で
修
理
や
点
検
作
業
を
行
う
施
設
で
あ
る

。

通
常
、
修
繕
ド

ッ

ク
は
建
造
ド
ッ

ク
と
比
較
し
て
扱
う
船
体

重
量
が
重
い
た
め
、

渠
底
が
厚
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。

た

だ
し
、
横
須
賀
ド
ッ

ク
は
前
述
し
た
よ
う
に
発
掘
調
査
が
行

わ
れ
て
い
な

い
た
め
、
不
明
の
背
面
構
造
に
つ
い
て
は
推
測

に
よ

っ

て
復
元
し
た
。

①
横
須
賀
ド
ッ

ク
の
設
計

岩
盤
ま
た
は
硬
質
粘
土
内
に
建
設
さ
れ
る
ド
ラ
イ
ド

ッ

ク

ょ
う
あ
つ
り
よ
く

の
場
合
、
湧
水
が
少
な
く
、
揚
圧
力
（
地
下
水
に
よ
る
浮
力
）

ど
あ
っ

も
小
さ
い
。

ま
た
、

土
圧
も
ほ
と
ん
ど
作
用
し
な
い
こ
と
か

ぢ
や
ま

ら
、
理
論
上
は
渠
底
、
渠
壁
は
地
山
の
保
護
程
度
で
良
い
こ

と
に
な
る

。

た
だ
し
、
海

岸
線
に
接
す
る
渠
口
部
で
は
、
揚

圧
力
は
理
論
水
圧
に
近
い
も
の
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

で
は
、
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
横
須
賀
ド

ッ

ク
は
ど
う
で

あ
ろ
う
か
。

正
確
な
図
面
が
残
っ
て
い
る
第
六

号
ド

ッ

ク

（昭
和

一
五
年
竣
工
）
を
み
る
と
、
渠
内
幅

六
0
メ
ー
ト
ル
、

渠
内
深

一
九
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら

ず
、
渠
底
、

渠
壁
の
厚
さ
は

一
メ
ー
ト
ル
以
内
で
あ
り
、
非
常
に
ス
リ
ム

な
構
造
と
な

っ
て
い
る
。

た
だ
し
、

渠
底
下
に
は
水
圧
を
低

あ
ん
き
ょ

す
い
と
う

滅
す
る
排
水
用
暗
渠
が
設
け
て
あ
り
、

渠
口
部
は
水
頭
二
0

メ
ー
ト
ル
近
い
水
圧
に
耐
え
ら

れ
る
よ
う
五
メ
ー
ト
ル
以
上

の
部
材
厚
と
し
て
い
る
。

一
方
、
明
治
期

の
第

一
号
、
二
号
、
三
号
ド
ッ

ク
に
関
し

て
は
、
当
初
の
正
確
な
図
面
は
存
在
し
な
い
。

石
井
コ
レ
ク

シ

ョ
ン
中
の

「
横
須賀
第

一
号
船
渠
図
」
及
び
「
三
号
船
渠

縮
図
」
か
ら
推
察
す
る
と
、
渠
内
部
の
壁
厚
、
底
厚
は
渠
口

部
と
ほ
ぼ
同
等
で
あ
り
、
揚

圧
力
、
水
圧
、
土
圧
を
大
幅
に

滅
じ
た
設
計
と
は
な

っ
て
い
な
い
。

揚
圧
力
へ
の
対
策
と
し

て
、
渠
底
と
渠
壁
の
双
方
の
重
量
で
抵
抗
す
る
、
い
わ
ゆ
る

半
重
力
式
に
あ
た
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

も
し
ド

ッ

ク

重
量
よ
り

も
揚
圧
力
が
大
き
け
れ
ば
、
地
下

水
の
浮
力
に
よ
り

ド

ッ
ク

は
浮
き

上
が
り
不
安
定
と
な
る
。

そ
こ
で
第

一
号
ド

ッ

ク
断
面
で
の
浮
き
上
が
り
の

安
定
度
を

試
算
し
て
み
る
と
、
お
お
む
ね
安
全
率
一

・

O
を
満
た
し
て

い
る

こ

と
が
分
か
っ
た
。

最
大
規
模
の
第
二
号
ド
ッ

ク
に
つ

い
て
は
、
そ
の
断
面
形
状
を
示
す
も
の
が
な
く
判
断
で
き
な

い
が
、
第

一
号
、
三
号
ド
ッ

ク
か
ら
約

一
五
年
を
経
過
し
て

お
り
、
施
工
経
験
を
重
ね
て
い
る
こ
と
か
ら
、
第
六
号
ド
ッ

ク
に
近
い
方
法
で
設
計
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
、
各
ド
ッ

ク
の
設
計
方
法
を
特
定
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
が
、
一
九
世
紀
末
か
ら
ド
ッ

ク
施
工
時
の
構
造

計
算
に
関
す
る
多
く
の
論
文
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
主

流
は
、
力
の
均
衡
に
よ

っ

て
各
断
面
の
断
面
力
を
算
定
し
、

躯
体
の
応
力
度
な
ど
を
検
討
す
る
静
力
学
的
解
法
で
あ
り
、
雌
班

設
計
者
の
ヴ
エ
ル
ニ
ー
や
ジ
ュ
ウ
ェ

ッ
ト

も
こ
う
し
た
手
法
材
け

つ
－
フ

に
よ
り
、

渠
内
に
ひ
び
割
れ
が
生
じ
な
い
よ

う
設
計
を
行
つ
山
川

た
も
の
と
推
測
し
た
。

市
町h

戸
l

ス

上

j

台

U
Y

船
イ

)/ 
ジ
明一不

ぺ

代

前
年

②
横
須
賀
ド
ッ

ク
の
配
置

三
基
の
横
須
賀
ド

ッ

ク
は
現
在
、
番
号
順
に
並
ん
で
い
る

が
、
建
設
順
序
は
第

一
号
（明
治
四
年
竣
工
）、
第

三
号
（
明

治
七
年
）、
第
二
号

（明
治

一
七
年
）
で
あ
っ
た
。

当
初
、
フ

ラ
ン
ス
公
使
ロ
ッ

シ
ユ
と
徳
川
幕
府
と
の
取
り
決
め
で
は
、

ド

ッ

ク
は

二
基
で
あ
っ
た
が
、
途
中
で
最
大
規
模
の
第
二
号

ド

ッ

ク
が
追
加
さ
れ
、
計
三
基
と
な
っ
た
。

敷
地
計
画
を
み

る
と
、
第

一
号
と
三
号
の
あ
い
だ
に
は
相
当
広
い
空
間
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
第

二
号
ド
ッ

ク
の
建
設
は
早
い
時
点
か
ら

計

画
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

結
果
的
に
は
大
中
小

三
基

の
ド
ッ

ク
が
揃
っ
た
こ
と
と
な
る
が
、
こ
れ
は
当
時
の
戦
艦
、

巡
洋
艦
、
駆
逐
艦
の
規
模
を
、
そ
れ
ぞ
れ
想
定
し
た
も
の
で

は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。
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三
基
の
ド
ッ
ク
配
置
を
、
石
井
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
中
の
「
第

一
、
第
二
、
第
三
船
渠
配
置
図
」
と
現
地
調
査
結
果
か
ら
書

き
起
し
た
も
の
が
二
八
頁
の
図
で
あ
る
。

図
面
上
で
現
在
と

大
き
く
異
な
る
点
は
、

「第
一
号
ド
ッ

ク
渠
頭
部
分
が
約

一

五
メ
ー
ト
ル
延
長
さ
れ
た
こ
と
信
和

二

年
）」、
「
ポ
ン
プ

室
上
屋
が
改
築
さ
れ
た
こ
と
」
、
「
第二
号
ド
ッ

ク
の
渠
頭
側

排
水
暗
渠
が
使
用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
」
、
「
石
積
み
護
岸
の

表
面
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
補
強
さ
れ
た
こ
と
」
で
あ
る
。

そ
の

ほ
か
は
、
ほ
ぽ
建
設
当
時
の
状
態
を
保
っ
て
い
る
。

ド
ラ
イ
ド

ッ

ク
の
主
要
設
備
の

一
つ
に
起
重
機

（ク
レ
l

ぎ
そ
う

ン

）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

当
初

、

起
重
機
が
蟻
装
岸
壁
に
あ
っ

た
こ
と
は
古
写
真
や
記
録
か
ら
明
ら
か
だ
が
、
ド
ッ
ク
の
付

属
施
設
と
し
て
起
重
機
が
常
備
さ
れ
て
い
た
形
跡
は
な
い

（
第二
号
ド
ッ

ク
脇
に
二
条
の
レ
l

ル
が
現
存
す
る
が
、
起

重
機
の
レ
l

ル
幅
と
し
て
は
狭
く
、
資
材
運
搬
用
貨
車
の
も

の
で
あ
ろ
う

）。
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が
る
た
め
、
こ
う
し
た
形
状
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い

0

．

渠
頭
先
端
部
に
材
料
搬
入
用
の
斜
路
が
あ
る

起
重
機
が
常
備
さ
れ
て
い
な
い
当
時
、
荷
降
ろ
し
用
と
し

て
斜
路
が
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

・

渠
内
排
水
溝
が
渠
底
中
央
に
あ
る

初
期
ド
ッ

ク
で
は
中
央
に
排
水
溝
を
も
つ
も
の
が
多
い
が
、

構
造
上
ま
た
作
業
上
の
理
由
か
ら
、
次
第
に
渠
底
の
左
右
に

設
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

な
お
、
第

一
号
ド
ッ
ク
独
自
の
特
徴
と
し
て
は
、
「
渠
底

だ
せ
ん

に
排
水
勾
配
が
な
い
」
、
「
舵
井
（
舵
を
収
め
る
ピ
ッ
ト
）
が

な
い

」
と
い
っ
た
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
は
ド
ッ

ク
内

で
の
作
業
性
を
高
め
る
た
め
に
は
必
要
な
も
の
で
あ
り
、
第

二
号
、
三
号
ド
ッ

ク
で
は
考
慮
さ
れ
て
い
る
。

b

建
設
材
料

ド

ッ

ク
本
体
の
主
要
材
料
は
、
『
横
須
賀
海
軍
船
廠
史
」
に

「
渠
内
の
表
面
は
伊
豆
産
及
び
相
模
産
の
石
材
を
以
っ
て
し

其
裏
面
は
ベ
ッ

ト
ン
（
砂
利
、
石
灰
及
び
火
山
灰
を
混
和
し

た
る
も
の

）
を
以
っ

て
こ
れ
を
築
造
せ
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、

石
材
と
ベ
ト
ン

（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
）で
あ
る
。

こ
の
う
ち
石
材
に
つ
い
て
は
、
同
書
に
ヴ
ェ
ル
ニ

l

自
身

が
武
蔵
か
ら
南
伊
豆
に
至
る
各
地
を
訪
ね
、
石
材
の
適
性
を

調
査
、
検
討
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

最
終
的
に
採
用

さ
れ
た
石
材
は
、
伊
豆
及
び
相
模
産
の
安
山
岩
系
の
も
の
で

あ
る
。

使
用
す
法
は
、
ほ
ぼ
五
O
O

×
五
O
O
×
一
0
0
0

（
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
）
の
も
の
が
主
体
で
、
そ
の
表
面
に
は
現

在
で
も
ノ
ミ
で
成
形
し
た
跡
が
は
っ
き
り
残
っ
て
い
る
。

現

地
で
石
材
を
観
察
す
る
と
、
一
部
表
面
に
風
化
、
摩
耗
が
み

ら
れ
る
も
の
の
全
体
に
は
健
全
な
状
態
に
あ
り
、
百
数
十
年

経
っ
た
現
在
も
ド
ッ
ク
が
稼
動
し
て
い
る
こ
と
が
納
得
で
き

る
。

ド

ッ

ク
構
造
全
体
で
の
一
体
性
な
ど
を
別
に
す
れ
ば
、

石
材
の
耐
候
性
、
耐
海
水
性
の
優
秀
さ
が
一
目
瞭
然
で
あ
る。

ち
な
み
に
現
在
、
同
規
模
の
ド
ッ

ク
を
か
り
に
石
材
で
施
工

す
る
と
、
コ
ス
ト
面
か
ら
非
常
に
高
価
な
も
の
と
な
り
、
実

現
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。

③
横
須
賀
ド
ッ
ク
の
構
造
諸
元
と
材
料

三
基
の
ド
ッ
ク
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
構
造
と
形
状
、

建
設
材
料
を
検
討
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る。

A

第
一
号
ド
ッ
ク

・

明
治
四
年
竣
工

〈概
要
〉
「横
須
賀
海
軍
船
廠
史
」
ほ
か
よ
り

形
式
／
半
重
力
式

構
造
／
石
造
（
背
面
コ
ン
ク
リ
ー
ト
）

設
計
／
ヴ
ェ
ル
ニ
l

全
長
／
一
二
二
・
五
メ
ー
ト
ル

渠
口
幅
／
二
五
・

0
メ

ー
ト
ル

渠
内
幅
／
二
九
・

0
メ

ー
ト
ル

渠
内
深
／
九
・
0
メ
ー
ト
ル

渠
底
勾
配
／
O

ゲ
ー
ト
／
浮
戸
（
フ
ロ
ー
テ
ィ
ン
グ
ゲ
ー
ト
、
輸
入
品
）

み
ず
は
け

排
水
設
備
／
蒸
気
式
ポ
ン
プ
（
水
吐
機
械
）

排
水
能
力
／
八
時
間

〈構
造
及
び
材
料
〉

a

構
造
と
形
状

第
一
号
ド
ッ
ク
の
構
造
図
（
二
九
頁
）
は
、
石
井
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
中
の
「
横
須
賀
第
一
号
船
渠
図
」
と
現
地
調
査
か
ら

書
き
起
し
た
。

石
井
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
図
面
が
当
初
の
設
計

図
に
相
当
す
る
も
の
か
ど
う
か
は
不
明
だ
が
、
ド
ッ
ク
内
空

す
法
な
ど
は

一
致
し
て
い
る
。

渠
壁
、
渠
底
厚
に
つ
い
て
は

確
認
で
き
な
い
た
め
、
同
図
の
す
法
を
そ
の
ま
ま
採
用
し
た。

石
井
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
中
に
は
も
う

一
点
、
フ
ラ
ン
ス
語
で

記
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
と

、

全
長
が
一
一
0
メ
ー
ト
ル
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
第

一
号
ド
ッ
ク
計
画
時
に
参
考
に
さ
れ
た
と

思
わ
れ
る
図
面
「
司
O
同

一玄
関
Z
o

N
口
開
口

o
v－
－cc
口
開
門
O
Z
の

」
が
あ
る
。

同
図
で
は
、
揚
水
圧
対
策
と
し
て
渠
壁
下
端
に

ど
う
す
い
か
ん
し
ゅ
う
す
い
ま
す

導
水
管
を
設
置
し
、
湧
水
を
渠
口
付
近
の
集
水
析
へ
と
導
く

設
計
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
類
似
し
た
減
圧
設
備
の
形
跡

に
つ
い
て
調
査
し
た
が
、
不
明
の
た
め
図
中
に
は
記
載
し
て

U
な
し
。

第
一
号
ド
ッ

ク
の
場
合
、
湧
水
が
ほ
と
ん
ど
な
い
土
丹
中

（コ
ン
ク
リ
ー
ト

）
に
つ
い
て
は
、
使
用
セ
メ
ン

ト
が
現
在
で
い
う
ポ
ル
ト
ラ
ン
ド
セ
メ
ン
ト
に
相
当
す
る
か

ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
『
横
須
賀
海
軍
船
廠
史
」
に
よ
れ

ば
、
ベ
ト
ン
と
は
石
灰
と
火
山
灰
を
混
合
し
た
も
の
で
あ
り
、

・
し
ょ
、
つ

石
灰
は
焼
成
す
る
と
－記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
消

せ
っ
か
い

石
灰
の
こ
と
で
あ
る
。

消
石
灰
と
火
山
灰
を
混
ぜ
る
と
あ
る

程
度
の
耐
水
性
が
得
ら
れ
、
水
中
工
事
に
も
適
用
で
き
る
こ

と
は
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
の
で
、
こ
れ
に
似
た
セ
メ
ン

ト
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

し
か
し
、
こ
の
セ
メ
ン
ト
を
使

ベ
ト
ン

っ

た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
十
分
な
耐
水
性
や
強
度
が
得
ら
れ
な

い
た
め
、
粘
土
分
を
含
む
石
灰
石
を
使
用
す
る
こ
と
で
幾
分

の
改
善
が
な
さ
れ
る
。

当
初
ヴ
エ
ル
ニ
l

は
、
こ

の
点
を
踏

ま
え
石
灰
石
の
調
査
、
選
定
を
行
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

た
だ
し
、
日
本
に
お
け
る
セ
メ
ン
ト
の
歴
史
に
つ
い
て
、

「日
本
の
土
木
技
術
」
（
土
木
学
会
）
は
「
セ
メ
ン
ト
（
ポ
ル

ト
ラ
ン
ド
）
国
産
化
の
事
業
は
、
横
須
賀
造
船
所
建
設
工
事

の
責
任
者
と
し
て
輸
入
品
を
用
い
る
こ
と
の
不
経
済
を
痛
感

し
た
平
岡
通
義
に
よ
っ
て
、
明
治
五
年
に
着
手
さ
れ
、
明
治

八
年
に
深
川
工
場
（
官
営
セ
メ
ン
ト
工
場
）
で
完
成
」
と
記

し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
第

一
号
ド
ッ
ク
に
使
用
さ
れ
た

セ
メ
ン
ト
に
は
、
以
下
の

三
つ
の
ケ
l

ス
が
考
え
ら
れ
る
。

①
消
石
灰
＋
火
山
灰
か
ら
な
る
セ
メ
ン
ト
（
水
硬
性
石
灰
）

②
ポ
ル
ト
ラ
ン
ド
セ
メ
ン
ト
（
輸
入
品
）

③
経
済
性
を
考
慮
し
、

①
と

②
の
双
方
を
使
用
。

第
一
号
ド
ッ
ク
の
場
合
、

③
の
ケ
l

ス
と
す
る
の
が
妥
当

で
あ
ろ
う
。

な
お
『
横
須
賀
海
軍
船
廠
史
』
で
は
、
第

一
号

ド
ッ
ク
に
使
用
し
た
ベ
ト
ン
の
数
量
を
一
万
四
0
0
0

立
方

メ

ー
ト
ル
と
記
録
し
て
い
る
。

B 

第
三
号
ド
ッ

ク

・

明
治
七
年
竣
工

〈概
要
〉

形
式
／
半
重
力
式

構
造
／
石
造
（
背
面
コ
ン
ク
リ
ー
ト
）

設
計
／
ヴ
エ
ル
ニ
i

全
長
／
九
六
・
五
メ
ー
ト
ル

に
築
造
さ
れ
て
お
り
、
基
本
的
に
は
減
圧
用
排
水
設
備
は
不

要
と
も
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
渠
口
部
か
ら
の
侵
入
水
へ

の
対
策
は
必
要
で
あ
り
、
集
水
設
備
で
対
応
し
た
か
ド
ッ
ク

重
量
で
抵
抗
さ
せ
た
か
は
、
残
念
な
が
ら
確
認
で
き
な
か
っ

た
。ド

ッ

ク
の
形
状
は
、
贋
井
勇
著

『築
港
』
に
示
さ
れ
て
い

る
当
時
の
一
般
的
な
ド
ラ
イ
ド

ッ
ク
と

一
致
す
る
。

こ
れ
は

二
号
、
三
号
ド
ッ

ク
に
も
共
通
し
て
い
る
。

現
代
の
ド
ッ
ク

と
比
較
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
な
違
い
が

あ
る
。

と

あ
た
り

・
浮
戸
を
支
え
る
戸
当
が
内
外
二
重
に
あ
る

現
代
の
ド
ッ
ク
で
は
、
戸
当
面
に
海
水
に
よ
る
腐
食
に
強

い
ス
テ
ン
レ
ス
板
な
ど
を
埋
め
込
み
、
そ
の
精
度
と
耐
久
性

を
高
め
て
い
る

。
当
時
は
石
積
み
面
で
あ
る
た
め
、
予
備
と

し
て
二
つ
の
戸
当

を
設
け
、
海
水
の
侵
入
を
防
い
だ
も
の
で

あ
ろ
う
。

・
渠
壁
が
階
段
状
を
呈
し
、
下
部
が
厚
く
な
っ
て
い
る

排
水
時
に
船
体
を
固
定
す
る
た
め
、
当
時
は
両
側
か
ら
支

持
棒
な
ど
で
支
え
る
必
要
が
あ
り
、
支
持
棒
設
置
の
た
め
に

壁
は
階
段
状
と
な
っ
て
い
た
。

ま
た
、
下
部
が
厚
く
な
っ
て

い
る
こ
と
は
、
構
造
上
か
ら
合
理
的
と
い
え
る
。

現
代
の
ド

ッ
ク
で
は
、
橋
型
の
ガ
ン
ト
リ
ー
ク
レ
ー
ン
や
船
舶
を
所
定

の
位
置
に
移
動
す
る
キ
ャ
プ
ス
タ
ン
な
ど
の
設
備
に
よ
り
、

船
体
固
定
の
介
添
え
を
し
て
い
る
。

ま
た
、
船
底
が
平
ら
な

船
舶
が
主
流
と
な
り
、
船
体
側
面
よ
り
も
船
底
を
複
数
の

ば
ん
ぎ

盤
木
で
支
持
す
る
ほ
う
が
安
定
す
る
。

渠
壁
の
構
造
材
と
し

て
、
引
張
力
に
抵
抗
で
き
る
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
一
般
的

と
な
り
、
船
体
安
定
シ
ス
テ
ム
の
考
え
方
も
大
き
く
変
化
し

32 

た
。渠

頭
の
形
状
が
船
首
の
形
に
合
わ

せ
円
弧
状
と
な
っ
て
い

る
当
時
は
船
体
形
状
に
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
無
駄
な
空
間
を

減
じ
る
手
法
が
取
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

現
在
は
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
で
円
弧
状
に
仕
上
げ
る
と
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
に
つ
な

渠
口
幅
／
二
二

八
メ
ー
ト
ル

渠
内
幅
／

一
八
・
0
メ
ー
ト
ル

渠
内
深
／
七
・
六
メ
ー
ト
ル

渠
底
勾
配
／
一
O
O
分
の

一

ゲ
ー
ト

／
浮
戸
（
フ
ロ
ー
テ

ィ
ン
グ
ゲ

ー
ト
、
輸
入
品

現
地
組
立
て
）

排
水
設
備
／
蒸
気
式
ポ
ン
プ

排
水
能
力
／
四
時
間

〈構
造
及
び
材
料
〉

a

構
造
と
形
状

第
三
号
ド
ッ
ク

（一一
二
頁
）
は
、
石
井
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
中

の
「
第
三
号
船
渠
縮
図
」
と
現
地
調
査
結
果
か
ら
書
き
起
し

た
。

渠
壁
、
渠
底
厚
は
確
認
で
き
な
い
た
め
、
船
渠
縮
図
の

寸
法
を
そ
の
ま
ま
採
用
し
た
。

揚
水
圧
対
策
に
つ
い
て
は
第

一
号
ド
ッ
ク
同
様

、
特
定
で
き
な
い
。

形
状
は
、
第

一
号
ド
ッ
ク
と
ほ
ぼ
同
じ
特
徴
を
有
し
て
い

る
。

そ
の
違
い
を
挙
げ
る
と
、

・

渠
壁
、
渠
底
厚
が
小
さ
い

（水
吐
機
械
）
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こ
れ
は
ド
ッ
ク
の
サ
イ
ズ
が
小
さ
い
こ
と
に
よ
る0

・
水
平
戸
当
（
シ
ル
）
形
状
が
曲
面
で
な
い

渠
口
部
の
土
圧
、
水
圧
が
第
一
号
ド
ッ
ク
に
比
較
し
て
小

さ
く
、
隅
角
部
で
部
材
厚
を
増
大
す
る
必
要
が
な
か
っ
た
か

ら
で
あ
る
。

・

渠
底
に
排
水
勾
配
が
あ
る

渠
底
に
は
水
勾
配
を
設
け
る
の
が
一
般
的
で
あ
り
、
第

一

号
ド
ッ
ク
で
の
不
備
を
修
正
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

b

建
設
材
料

ド
ッ
ク
本
体
の
主
要
材
料
は
、
第

一
号
ド
ッ
ク
と
同
じ
と

考
え
ら
れ
る
。

た
だ
し
、

『
横
須
賀
海
軍
船
廠
史
』
に
は
ベ

ト
ン
と

い
う
表
記
は
な
く
、
「
シ
マ
ン
井
裏
込
め
石
」
と
さ

れ
て
い
る
。

シ
マ
ン
は
フ
ラ
ン
ス
語
で
セ
メ
ン
ト
の
こ
と
で

あ
り
、
同
じ
く
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
意
味
す
る
も
の
と
思
わ
れ

る
。

第
三
号
ド
ッ
ク
の
建
築
費
明
細
表
に
よ
る
と
、
石
灰
代

価
、
火
山
灰
代
価
、
石
灰
焼
方
石
炭
代
価
、
シ
マ
ン
代
価
の



1it. 

項
目
が
み
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
か
ら
セ
メ
ン
ト
と
し
て
、
輸
入

品
で
あ
る
ボ
ル
ト
ラ
ン
ド
セ
メ
ン
ト
と
水
硬
性
石
灰
の
双
方

を
使
用
し
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

コ
ン
ク

リ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、

当
時
の
も
の
を
採
取
し
て

品
質
の
評
価
が
で
き
な
い
こ
と
は
残
念
で
あ
る
。

ヴ
エ

ル
ニ

ー
が
帰
国
に
際
し
ま
と
め
た
報
告
書
で
は
、
「二
船
渠
、

三

船
台
海
岸
の
築
造
工
事
好
結
果
を
呈
し
其
の
工
費
も
亦
欧
州

に
比
し
て
甚
だ
少
額
な
り
し
は

主
と
し
て
横
須
賀
の
地
質
に

関
し

且
野
州
産
石
灰
及
び
豆
州
産
火
山
灰
の
効
験
に
因
れ

り

」
と

自

画
自
賛
し
て
い
る
こ
と
を
附

記
し
て
お
こ
う

。

第
二
号
ド
ッ
ク
・
明
治

一
七
年
竣
工

c 
〈概
要
〉

形
式
／
半
重
力
式

構
造
／
石
造
（
背
面
コ
ン
ク
リ
ー
ト

）

設
計
／
ジ
ユ
ウ
ェ
ッ

ト
及
び
恒
川
柳
作

全
長
／

一
五
六

・

五
メ
ー
ト
ル

③～① 

、

⑤ゆ

L一ーー，、，rr,, 

渠
口
幅
／
二
八
・
七
八
メ
ー
ト
ル

渠
内
幅
／
三
二

・

0
メ
ー
ト
ル

渠
内
探
／

一
一
・
六
メ
ー
ト
ル

渠
底
勾
配
／

一
0
0
0

分
の
五

ゲ
ー
ト
／
浮
戸
（
フ
ロ
ー
テ
ィ

ン
グ
ゲ
ー
ト
、
輸
入
品
・

フ
ラ
ン
ス
製

一
隻
、
ド
イ
ツ
製

一
隻
、
現
地
組
立
て
）

排
水
設
備
／
蒸
気
式
ポ
ン
プ

（水
吐
機
械
二
系
列
）

排
水
能
力
／
不
明

〈構
造
及
び
材
料
〉

a

構
造
と
形
状

第
二
号
ド
ッ

ク
は
、
明
治
初
期
に
建
造
さ
れ
た
日

本
の
ド

ラ
イ
ド

ッ

ク
の
な
か
で
最
大
規
模
を
有
す
る
も
の
で
あ
る

。

当
時
の
船
舶
の
規
模
か
ら

み
て
も
、
第

一
号
ド
ッ

ク
を
中
型
、

三
号
ド

ッ

ク
を
小
型
と
す
る
と
、
第

二
号
ド
ッ

ク
は
大
型
船

渠
で
あ
る
。

ヴ
エ
ル
ニ
ー
は
こ
の
ド

ッ

ク
の
建
設
に
は
直
接

関
わ

っ

て
い
な
い
が
、
帰
国
前
の
報
告
書
に

「現
今
起
工
の

こ
と
か
ら

セ
メ
ン
ト
の
呼
称
が
定
着
し
、
明
治
ノ
年
に
完
成

し
た
官
営
セ
メ
ン
ト

工
場
の
ポ
ル
ト
ラ
ン
ド
セ
メ
ン
ト
が
使

用
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

た
だ
し
、
第

一
号
、
三
号
ド
ッ

ク
と
同
様
に
、
石
灰
と
火
山
灰
を
大

量
に
購
入
し
て
お
り
、

ポ
ル
ト
ラ
ン
ド
セ

メ

ン
ト
と
水
硬
性
石
灰
の
両
方
を
使
用
し

て
い
た
と

考
え
ら

れ
る
。

石
材
に

つ
い
て
は
、

第

一
号

、

三
号
ド

ッ

ク
と
同
じ
伊

豆
・
相
模
産
の
同
形
状
の
も
の
が
使
用
さ
れ
、
そ
の
総
数
は

二
万
七
八
O
O
個
と
さ
れ
て
い
る
。

。
横
須
賀
ド
ッ
ク
の
施
工
法

完成

横
須
賀
ド

ッ

ク
は
日

本
で
最
初
の
本
格
的
な
洋
式
造
船
所

と
い
う
こ
と
も
あ

り

、
施
工
中
の
古
写
真
が
い
く
つ
か
残
さ

れ
て
い
る
。

そ
れ
ら
の
写
真
と

贋
井
勇
著

『
築港
」
な
ど
を

参
考
に
、
三
基
の
横
須
賀
ド
ッ

ク
が
ど
の
よ
う
に
建
設
さ
れ

た
の
か
、
そ
の
施
工
法
を
検
討
し
た

。

ド
ラ
イ
ド

ッ

ク
の
施
工
順
序
は
、

し
め
き
り
て

い

①
渠
口
前
面
の
海
域
に
締
切
堤
を
構
築
す
る
。

②
締
切
堤
内
の
海
水
を
排
水
し
、
ド
ラ
イ
ア
ッ

プ
す
る
。

③
ド

ッ
ク

本
体
部
分
を
掘
削
す
る
（
①
と
併
行
し
、
渠
頭
部

か
ら
掘
削

）。

④
掘
削
の
床
付
け
完
了
部
分
か
ら
渠
底
を
構
築
す
る
。

⑤
渠
底
構
築
完
了
部
分
か
ら

渠
壁
を
構
築
す
る
。

⑥
渠
口
部
の
完
成
後
、
締
切
堤
を
撤
去
す
る
。

し
ゅ
ん
せ
つ

⑦
ド

ッ

ク
前
面
海
域
の
海
底
地
盤
を
所
定
の
深
さ
に
凌
諜
す

る
。

③
浮
戸
（
フ
ロ
ー
テ

ィ

ン
グ
ゲ
ー
ト

）
を
曳
航
し
、
渠
口
部

に
設
置
す
る
。

完
成
後
、
ド
ッ

ク
内
の
海
水
を
ポ
ン
プ
で
排
除
す
れ
ば
ド

ラ
イ
ワ

l

ク
が
可
能
と
な
る
。

こ
の
施
工
順
序
は
現
代
と
ま
っ
た
く
同
様
で
あ
る
。

機
械

技
術
力
な
ど
を
別
と
す
れ
ば
、

一
九
世
紀
後
半
の
世
界
水
準

で
は
こ
う
し
た
基
本
的
な
水
中
土
木
の
手
法
が
す
で
に
確
立

さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

た
だ
し
、
現
地
は
自

立
可
能
な 明治16年 （ 1883） ／横須賀市自然・人文博物館

必
要
あ
る
も
の
は
東
京
湾
出
入
の
大
艦
巨
舶
を
修
理
す
る
に

供
用
す
べ
き
一
大
船
渠
是
な
り
」
と
記
し
、
大
型
修
船
ド
ッ

ク
め
必
要
性
を
強
調
し
て
い
た
。

第
二
号
ド
ッ
ク
の
当
初
設
計
者
は
フ
ラ
ン
ス
人
技
師
ジ
ユ

ウ
ェ
ッ
ト
と
い
わ
れ
る
が
、
彼
も
起
工
を
前
に
雇
用
期
間
満

了
に
よ
っ
て
帰
国
し
て
い
る

。

し
た
が
っ
て
実
際
に
は
、
日

本
人
自
身
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
た
初
の
ド
ラ
イ
ド
ッ
ク
建
設

工
事
と
い
え
る
。

第
二
号
ド
ッ
ク
の
構
造
図
（
三
O
頁
）
は
、
現
地
調
査
結

果
と
東
京
大
学
生
産
研
究
所
に
よ
る

『米
海
軍
横
須
賀
基
地

内
洋
風
建
造
物
調
査
報
告
書
』
を
参
考
と
し
て
書
き
起
し
た
。

渠
壁
、
渠
底
厚
に
つ
い
て
は
参
考
資
料
が
な
く
、
第

一
号
、

三
号
ド
ッ
ク
の
部
材
厚
か
ら
推
測
し
た
。

な
お
、
揚
水
圧
対

策
に
関
し
て
は
特
定
で
き
な
か
っ
た
。

ド

ッ

ク
形
状
は
、
第

一
号
、
三
号
と
基
本
的
に
は
同
じ
で

あ
る
。

第
二
号
ド
ッ

ク
独
自
の
大
き
な
特
徴
と
し
て
は
、
ド

ッ

ク
を
前
後
に
二
分
割
し
て
使
用
で
き
る
構
造
が
挙
げ
ら
れ

る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は

『横
須
賀
海
軍
船
廠
史

』
に
、

「内

外
諸
艦
船
修
理
等
も
暫
次
相
湊
ひ
船
渠
不
足
よ
り
し
て
数
月

間
も
修
理
遅
滞
相
成
る
知
き
」
と
あ
る
よ
う
に
、
需
要
の
増

大
に
対
し
て
二
船
を
同
時
に
修
理
で
き
る
よ
う
に
し
た
も
の

で
あ
る
。

そ
の
た
め
渠
口
部
の
ほ
か
に
中
央
部
に
も

戸
当
を

設
け
、
ゲ
ー
ト
を
設
置
で
き
る
構
造
と
な
っ
て
い
る
。

ド

ッ

ク
を
分
割
使
用
す
る
た
め
、
排
水
用
の
暗
渠
及
び
舵
井
が二

カ
所
に
あ
り
、
浮
戸
も
二
隻
調
達
し
た
よ
う
で
あ
る
。

b

建
設
材
料

ド

ッ

ク
本
体
の
主
要
材
料
は
、
第

一
号
、
三
号
と
基
本
的

に
同
じ
と
考
え
ら
れ
る
。

『横
須
賀
海
軍
船
廠
史
』
に
は
コ

ン
ク
リ
ー
ト
を
示
す
表
記
は
み
ら
れ
な
い
が
、
第
二
号
ド
ッ

ク
の
建
設
時
期
に
は
「
混
凝

土
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ご
と
い

う

言
葉
が
す
で
に
使
わ
れ
て
い
て
、
こ
の
頃
か
ら
コ
ン
ク
リ

ー
ト
の
名
称
が
定
着
し
た
も
の
で
あ
ろ
う

。

セ
メ
ン
ト
に
関

し
て
は
、
同

書
の

「大
船
渠
築
造
事
業
要
領
」
に
お
い
て

「英
国
製
及
び
和
製
セ
メ
ン
ト
四
百
噸
」
と
記
さ
れ
て
い
る

第2号ドック．の潮止め用の締切構造図
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恵
ま
れ
た
土
質
で
湧
水
が
き
わ
め
て
少
な
く
、
土
留
め
・
止

水
壁
な
ど
は
用
い
ら
れ
な
か
っ

た
と
想
像
さ
れ
る
。

そ
れ
に

対
し
現
代
で
は
立
地
条
件
上
、
掘
削
に
先
立
っ
て
土
留
め
・

止
水
用
の
矢
板
や
地
中
連
続
壁
な
ど
を
施
工
す
る
こ
と
が

一

般
的
で
あ
り
、
悪
条
件
の
土
質
で
も
建
設
が
可
能
と
な
っ
て

い
る
。

し
た
が
っ
て
ド
ラ
イ
ド

ッ

ク
工
法
に
お
い
て
現
代
と

大
き
く
異
な
る
点
は
、
施

工
機
械
と
仮
設
材
料
の
違
い
、
及

び
構
造
材
（石
材
と
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

）
に
よ
る
も
の
と

い
‘
え
る。

次
に
、
前
記
の
施
工
順
序
に
し
た
が
い
、

当
時
の
施
工
方

法
を
具
体
的
に
検
討
し
た
。

a

二
重
締
切
工
事
と
水
替
え

（排
水
）

ド
ラ
イ
ド

ッ

ク
の
施
工
に
お
い
て
も
っ
と
も
困
難
、
か
っ

注
意
を
要
す
る
工
事
の
一
つ
が
、
前
面
海
域
の
締
切
工
事
で

あ
る
。

こ
れ
は
ド
ッ

ク
本
体
を
ド
ラ
イ
ワ
l

ク
で
施
工
す
る

た
め
に
不
可
欠
な

工
事
だ
が
、
海
上
で
の
締
切
工
事
は
現
代

で
も
難
工
事
に
挙
げ
ら
れ
る
。

設
計
・
施
工
上
の
不
備
が
あ

れ
ば
、
締
切
堤
内
を
水
替
え
し
た
と
き
に
堤
防
の
崩
壊
や
大

量
の
湧
水
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る。

当
時
ど
の
よ
う
に
締
切
堤
を
構
築
し
た
か
は
、
今
回
の
作

業
当
初
か
ら
非
常
に
興
味
深
い
点
で
あ
っ
た
。

そ
れ
が
い
か

に
難
工
事
で
あ
っ
た
か
、

「横
須
賀
海
軍
船
廠
史
』
の
第
二
号

ド

ッ

ク
開
業
時
に
提
出
さ
れ
た
「
大
船
渠
築
造
事
業
要
領

」

に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

「
船
渠
開
撃
に
関
す
る

工
事
中
特
に
危
険
に
し
て
且
名
誉
と
な
す
べ
き
は
渠
口
の
外

部
な
る
海
底
凌
深
の
為
渠
口
を
は
な
る
る
こ
と

二
百
三
十
尺

左
右
連
続
の
遮
堤
長
五
百
十
六
尺
を
築
き
蒸
気
卿
筒

二
座
を

以
て
排
水
し
同
十
六
年
十
月
土
工
職
を
指
揮
し
て
撃
掘
せ
し

め
同
十
二
月
下
涜
地
平
三
十
三
尺
の
深
さ
に
達
す
其
の
間
遮

堤
は
満
々
た
る
大
面
積
な
る
海
水
を
遮
断
し
て
些
か
少
の
障

害
も
な
く
其
の
企
図
を
果
た
せ
し
は
稀
有
の
奇
工
に
し
て
専

ら
世
人
の
喝
采
を
得
た
り
」
。

し
ゃ
て
い

こ
こ
で
い
う
遮
堤
と
は

二
重
締
切
工
を
示
し
、
そ
の
延
長

が
約
三
0
0

メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る

。

ま
た
、
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そ
く
と
う

卿
筒
と
は
ポ
ン
プ
で
あ
り
、
当
時
す
で
に
蒸
気
式
水
中
ポ
ン

プ
に
よ
り
水
替
え
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

「
事
業
要

領
」
の
文
面
か
ら
は
、

締
切
工
事
が
非
常
に
危
険
な
も
の
で

あ
り
、

そ
れ
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
は
名
誉
で
、
喝
采
を
受
け

る
に
値
す
る
こ
と
で
あ
る
と
す
る
、

当
時
の
土
木
技
術
者
た

ち
の
気
概
や
誇
り
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

と
く
に
第
二
号
ド
ッ

ク
の
施
工
は
、
ヴ
ェ
ル
ニ

l

ら
の
指
導
を
離
れ
て
日
本
人
主

体
で
行
わ
れ
た
だ
け
に
、

大
工
事
に
挑
戦
で
き
る
意
気
込
み

や
そ
れ
を
成
就
し
た
喜
び
も
大
き
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

二
重
締
切
工
の
構
造
は
、
石
井
コ

にレ
示ク
さシ
れヨ
てン
い中
るの
園？ 「
堰2 第

み号
る船
こ渠
と潮
が止
で現
き図
る」

。 と

潮主『
止Z 築
、港

先
の
遮
堤
と
同

園
堰
は
、

製様
の
親主 今
杭ご で
をい

一 つ
列二
打重
ち締
、切

の

と
で
あ
る

図
に
よ
る
と
木

す
る
線
材
）

横f そ
矢長 れ
板： を
内タ
にイ
はロ
止ツ
水ド
J性

を
確
保
す

（
杭を
固
定

で
？
な
ぎ
、

切
工
全
体
の
安
定
を
保
つ
た
め
、
締
切ま
内た
外
に水
腹？ 替
付与 え
け時
石の
を締

る
た
め
の
粘
土
を
充
填
し
て
い
る

。

置
い
て
い
る
。

こ
の
基
本
構
造
は
現
代
と
お
お
む
ね
同
じ
だ

と
、
ワ
や
い
た

が
、
木
製
の
親
杭
や
横
矢
板
に
代
わ
っ
て
鋼
矢
板
が
使
わ
れ
、

中
積
め
土
に
は
砂
が
使
用
さ
れ
て
い
る
（鋼
矢
板
の
場
合
は

止
水
性
が
高
い
た
め
、
粘
土
に
比
べ
せ
ん
断
度
の
高
い
砂
を

用
い
る
）
。

第
一
号
、
三
号
ド
ッ
ク
に
お
い
て
は
、
締
切
工
が
採
用
さ

れ
た
こ
と
を
示
す
図
面
は
確
認
で
き
な
い
。

し
か
し
、
長
浜

つ
ぐ
お
著

『旧
・

横
須
賀
鎮
守
府
庁
舎
＆
ド
ラ
イ
ド
ッ
ク

』

に
は
、
建
設
中
の
第

一
号
ド
ッ
ク
を
渠
頭
側
か
ら
渠
口
に
向

け
て
撮
影
さ
れ
た
写
真

2
ヱ
ハ
頁
）
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、

渠
口
先
の
海
上
に
は
林
立
す
る
木
杭
と
タ
イ
ロ
ッ
ド
を
留
め

は
ら
お
こ
し

た
腹
起
が
認
め
ら
れ
る。

一
方
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ポ
ラ

ッ
ク

氏
所
蔵
の
第
三
号
ド

ッ
ク

の
建
設
中
写
真

（
一四
頁
）
で
は
、
対
岸
か
ら

写
し
た

な
か
に
二
重
締
切
は
み
ら
れ
ず
、
渠
口
前
面
が
埋
め
立
て
ら

れ
て
お
り
、
土
堤
に
よ
る
締
切
が
採
用
さ
れ
た
と
想
像
さ
れ

る
。

第
三
号
ド
ッ
ク
は
規
模
が
小
さ
く
、
締
切
範
囲
や
水
深

の
点
で
も
土
堤
で
対
処
で
き
る
と
判
断
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ

、
つ
ノ。

だ
せ
つ

な
お
、
木
杭
の
海
上
打
設
に
は
杭
打
ち
船
が
使
用
さ
れ
た

お
も
り

が
、
杭
長
か
ら
判
断
し
て
滑
車
と
重
錘
を
用
い
た
人
力
杭
打

機
に
よ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
ヴ
エ
ル
ニ
1

ら
の
技
術
指
導
を
受
け
た

と
は
い
え
、

こ
れ
だ
け
の
大
規
模
な
海
上
工
事
は
日
本
で
初

め
て
で
あ
り
、

明
治
初
頭
に
お
け
る
高
い
技
術
水
準
に
は
目

を
見
張
る
も
の
が
あ
る
。

b

掘
削
工
事

横
須
賀
ド
ッ
ク
の
掘
削
工
事
に
関
す
る
具
体
的
資
料
は
乏

ー
ν
／
＼
、
『横
須
賀
海
軍
船
廠
史
』
こ
十
品
、

残
土
を
湾
内
に
投

棄
し
て
埋
立
地
と
し
た
こ
と
、

掘
削
土
の
運
搬
に
ア
メ
リ
カ

製
運
搬
車
あ
る
い
は
馬
車
を
用
い
た
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て

い
る
程
度
で
あ
る
。

当
時
の
掘
削
工
事
の
様
子
は
、
『
旧
・
横

須
賀
鎮
守
府
庁
舎
＆
ド
ラ
イ
ド
ッ
ク

』
に
あ
る
建
設
中
の
第

一
号
ド
ッ
ク
写
真
か
ら
幾
分
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

は
、
切
り
立
っ
た
掘
削
面
、

写
真
に
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掘
削
土
を
搬
出
し
た
斜
路
、
石

材
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
吊
り
降
ろ
し
用
と
思
わ
れ
る
足
場
、

表
層
の
積
ん
だ
地
盤
を
留
め
た
木
製
の
親
杭
や
横
矢
板
な
ど

「築
港
』
に
よ
れ
ば
「
（
一
般
に
）
掘
削
工

ま
き
あ
げ
き

事
に
は
、
斜
道
及
び
捲
揚
機
を
用
い
以
っ
て
土
石
を
運
搬
す

ひ
き
あ
げ
し
き

る
こ
と
を
常
と
す
」
と
あ
る
。

当
時
す
で
に
、
曳
揚
式
（
パ

す
く
い
あ
げ
し
き

ケ
ッ
ト

）
掘
削
機
や
掬
揚
式
（
デ
イ
ツ
パ
l

）
掘
削
機
が
存

が
認
め
ら
れ
る
。

在
し
て
い
た
が
、
現
地
は
硬
い
土
丹
層
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら

こ
れ
ら
の
掘
削
機
は
不
適
で
あ
る
。

横
須
賀
ド
ッ
ク
で
は
原

則
と
し
て
人
力
で
掘
削
が
行
わ
れ
、
こ
の
工
事
に
多
く
の
工

期
を
要
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る。

一
般
に
水
際
で
の
大
型
掘
削
工
事
に
お
い
て
重
視
す
る
点

は
、
周
辺
地
盤
か
ら
の
土
圧
・
水
圧
対
策
と
、
止
水・
湧
水

処
理
対
策
で
あ
る
。

横
須
賀
ド
ッ
ク
の
場
合
、
周
辺
地
盤
は

自
立
す
る
土
丹
層
で
土
庄
は
ほ
と
ん
ど
作
用
せ
ず
、
侵
入
す

る
水
も
微
量
で
あ
る
た
め
、
原
則
と
し
て
土
留
め
・
止
水
工

は
不
要
で
あ
り
、
非
常
に
恵
ま
れ
た
施
工
環
境
に
あ
っ
た
。

た
だ
、
海
側
（
締
切
工
）
か
ら
の
湧
水
処
理
と
し
て
、
掘
削

に
応
じ
て
釜
場
を
設
け
、
蒸
気
式
卿
筒
（
水
中
ポ
ン
プ
）
で

水
替
え
を
行
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。

c

躯
体
構
築
工
事

ド

ッ
ク
の
躯
体
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
石
材
と
混
凝
土
（
コ

ン
ク
リ
ー
ト
）
か
ら
な
る
。
渠
底
で
は
掘
削
が
完
了
し
た
床

付
地
盤
上
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打
設
し
、
そ
の
上
に
石
材
を

敷
き
並
べ
て
い
く
。
渠
壁
で
は
、
前
面
（
渠
内
側
）
に
石
材

を
数
段
に
積
み
、
背
後
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打
つ
。

h
H
hソ
寺
島

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
練
混
ぜ
に
は
、
ま
だ
混
合
機

（コ
ン
ク

ね
り
だ
い
か
〈
は
ん
ぼ
う

リ

l

ト
ミ
キ
サ
）
は
使
用
さ
れ
ず
、
練
台
と
撹
非
棒
に
よ
る

人
力
混
合
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
現

か
た
ね
た
こ

在
よ
り
非
常
に
硬
練
り
で
、
蛸
と
呼
ば
れ
る
道
具
で
締
め
固

め
た
。

表
面
の
石
材
の
据
付
け
工
事
で
は
、
石
材
重
量
が
約

ゃ
く
ら

一
ト
ン
程
度
あ
る
こ
と
か
ら
櫓
と
滑
車
を
使
っ
た
と
思
わ
れ
、

石
材
の
目
地
に
は
モ
ル
タ
ル
が
充
填
さ
れ
た。

浮
戸
（
フ
ロ
ー
テ
ィ
ン
グ
ゲ
ー
ト
）
が
接
す
る
戸
当
面
で

は
、
と
く
に
高

い
精
度
が
要
求
さ
れ
る
。

こ
の
点
に
お
い
て

も
、
当
時
の
石
材
加
工
技
術
と
測
量
技
術
が
相
当
高
度
な
も

の
で
あ
っ
た
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
る
。

d

締
切
撤
去
・
波
諜
工
事

ド

ッ

ク
の
躯
体
完
成
を
待
っ
て
、
締
切
工
の
撤
去
を
行
う

。

当
時
は
矢
板
を
打
ち
込
む
パ
イ
プ
ロ
ハ
ン
マ
が
存
在
し
な
い

た
め
、
木
杭
の
引
き
抜
き
に
は
起
重
機
船
あ
る
い
は
凌
諜
船

が
利
用
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

締
切
工
の
親
杭
、
横
矢
板
が
お
お
む
ね
撤
去
さ
れ
た
ら
、

渡
諜
船
に
よ

り
中
詰
め
粘
土
及
び
腹
付
け
石
な
ど
が
除
去
さ

れ
、
次
い
で
所
定
の
水
深
ま
で
凌
深
さ
れ
る

。

凌
諜
船
は

で
い
し
ゅ
ん

「
横
須
賀
海
軍
船
廠
史
』
に
、
第

一
号
ド
ッ

ク
で
は
泥
凌
機

械
、
三
号
ド
ッ
ク
で
は
泥
渡
船
、
二
号
ド
ッ
ク
で
は
蒸
気
凌

深
機
械
と
し
て
工
事
費
に
計
上
さ
れ
て
い
る
。
『築
港
」
の

つ
か
み
あ
げ
し
き

波
深
機
に
関
す
る
記
述
な
ど
か
ら
判
断
し
て
、
掴
揚
式
（
グ

ラ
ブ
）
凌
諜
機
や
掬
揚
式
（
デ
イ
ツ
パ
l

）
渡
諜
機
が
使
用

さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

。
復
元
作
業
を
終
え
て

今
回
の
作
業
は
現
存
す
る
ド
ッ
ク
が
対
象
で
あ
り

、

『横
須

賀
造
船
史
」
や

『横
須
賀
海
軍
船
廠
史
』
な
ど
の
文
献
資
料

、

石
井
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
図
面
、
東
京
大
学
生
産
技
術
研
究
所

に
よ
る
現
状
調
査
報
告
書
な
ど
が
揃
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

当
初
は
比
較
的
容
易
と
思
わ
れ
た
。

し
か
し
、
実
際
に
作
業

を
進
め
る
う
ち
、

歴
史
的
経
緯
や
当
時
の
造
船
手
法
、
さ
ら

に
ド
ッ
ク
の
構
造
や
施
工
法
な
ど
に
不
明
な
点
が
多
く
、
細

部
を
詰
め
る
の
に
長
時
間
を
要
し
た
。

横
須
賀
ド
ッ
ク
は
現
存
し
て
は
い
る
が
、
現
在
は
在
日
米

海
軍
と
自
衛
隊
の
共
同
施
設
と
し
て
使
用
中
と
い
う
条
件
も

あ
り
、
発
掘
調
査
な
ど
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

横
須
賀
造
船

所
自
体
の
建
築
文
化
史
的
な
視
点
か
ら
の
研
究
も
ま
だ
進
ん

で
お
ら
ず
、
肝
心
な
部
分
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
ま
ま
な
ら
な

い
観
も
あ
る
。

し
か
し
、
そ
う
し
た
な
か
で
現
地
を
訪
れ
、

幕
末
か
ら
明
治
初
頭
に
フ
ラ
ン
ス
と
日
本
の
技
術
協
力
に
よ

っ
て
完
成
し
た
ド
ッ
ク
を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
幸

い
で
あ
っ
た
。

そ
れ
は
当
初
の
想
像
を
は
る
か
に
超
え
る
高

度
な
技
術
水
準
を
示
す
構
造
物
で
あ
り
、
わ
が
国
初
の
大
型

海
洋
工
事
の
記
念
碑
と
も
い
う
べ
き
存
在
で
あ
っ
た
。

近
代

工
業
技
術
の
習
得
に
情
熱
を
燃
や
し
た
先
人
た
ち
の
息
吹
が

感
じ
ら
れ
る
遺
産
で
あ
り
、
日
本
の
近
代
化
の
幕
開
け
を
告

げ
る
出
発
点
と
も
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

今
回
の
復
元
作
業
を

通
じ
て
、
よ
り
多
く
の
方
々
が
横
須
賀
ド

ッ

ク
の
存
在
を
知

り
、
近
代
日
本
の
原
点
へ
の
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
け
れ
ば

と
願
っ
て
い
る
。
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な
お
最
後
に
な
っ
た
が
今
回
の
作
業
に
あ
た
り
、
横
須
賀

市
自
然
・
人
文
博
物
館
の
安
池
尋
幸
氏
、
菊
地
勝
広
氏
は
じ

め
、
米
海
軍
横
須
賀
基
地
の
大
森
裕
武
氏
、
日
仏
交
流
史
研

究
家
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ポ
ラ
ッ
ク
氏
、
横
浜
国
立
大
学
教

授
の
西
堀
昭
氏
、
（
財
）
海
事
産
業
研
究
所
の
長
塚
誠
治
氏
、

船
の
科
学
館
の
清
水
潔
氏
な
ど
、
多
く
の
方
々
に
ご
協
力
戴

い
た
。

改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。
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